
日
本
文
學
刊
行
史
(江

戸

時

代
)

樋
　
口
　
麈

千

代

一.

　
江
戸
時
代
(穂
川
家
康
が
幕
府
を
江
戸
に
開
い
地
頭
か
ら
、
同
慶
喜
が
大

政
を
朝
廷
に
奉
還
す
る
ま
で
、
凡
そ
二
百
六
十
年
間
を
い
ふ
)以
前
の
日
本
文
墨
書
は
、
い
つ
れ
も
見
本

巵
傳
は
り
、
こ
の
期
に
至

っ
て
始
め

て
開
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
期
に
な
っ
て
こ
れ
等
に
封
ず
る
研
究
書
、
及
び
夥
し
い
新
興
文
學
書
が
刊
行

さ
れ
、
極
め
て
多
種
多
様

に
亙

っ
て
み
る
。
故
に
こ
の
,期
に
於
け
る
其
の
刊
行
史
を
説
く
は
、
日
本
文
學
刊
行
史
を
説
く
事
と
な
り
、

こ
れ
を
詳
論
す
れ
ば
際
限

も
な
.い
。、',よ
つ
で
限
ら
れ
た
紙
數
中
に
其
の
概
略
を
敍
述
す
る
事
と
す
る
。

　
西
洋
の
印
刷
機
を
我
が
國
に
初
め
て
輸
入
し
た
人
は
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ロ
・
ゾ
リ

ニ
ヤ
1

二

(≧
突
き
爵
o

<
八難
αQ
一ρ節
乱
)
で
あ
る
。

(こ
の
人
は
耶
蘇
會
の
巡
察
使
で
あ
り
棚
曇
で、あ
る
。
天
正
十
八
年
印
度
副

王
の
使
節
と
し
て
我
が
國
に
凍
り
、
夊
祿
元
年
ま
で
滞
在
し
て
ゐ
拠
。

)。當
時
の
西
洋
印
刷
機
で
出
版
し
た
書
籍
の
中
に
、我
が
國
文
書

「
口
譯
平
家
物
語
」

(羅
馬
字
　
夊
祿
元
年

天
草
墨
林
刊
　
四
卷
)・「
太
平
記
抜
書
」
(瞰
礪

耀
皺
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
等
は
耶
蘇
會
が
、
,か
う
い
ふ
我
が
國
民
の
愛
好
書
を
出
版
す
れ
ば
、

彼
我
の
國
民
を
互
に
理
解
す
る
助
け
に
も
な
り
、
且
は
耶
蘇
教
の
宣
傳
に
も
都
合
が
よ
い
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
其
の
後
耶
蘇
教

が
嚴
禁
さ
れ
、
耶
蘇
倉
で
刊
行
し
た
書
籍
も
悉
く
燒
棄
て
ら
れ
た
爲
に
、
其
の
印
刷
物
も
跡
を
絶

つ
た
。旗
鵜

齔
鯲
槻
施
娩
盆

轍
鮒
垳
嚼
飆
繼

)

よ
っ
て
我
が
印
刷
事
業
に
は
殆
ん
ど
影
響
を
與

へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

h

日
本
文
學
刊
行
史

(江
戸
時
代
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活

字

版

一
八
四

　
豐
臣
秀
吉

の
朝
鮮
征
伐
に
よ
っ
て
傳
は

つ
た
、
朝
鮮
の
印
刷
術
に
準
歯
し
た
木
活
字
版
や
銅
活
字
版
の
印
刷
は
、
既
に
丈
祿

の
時
か

ら
行
は
れ
た
。
其

の
初
め
小
瀬
道
喜

(號
甫
庵
。
豐
臣
秀

歌
に
近
仕
し
弛
人
)・
西
洞
院
時
慶
卿
(鰍
燗
械
懿
融聾

忠駕
撻
…瓔
欲
し構

～
「勸
)・
禪
僭
三
要

(礪
洲
儼
臙
聡
濯
融
和

掘
翰
鋸
逕

从
ど
)等
が
種

々
な
書
籍
を
刊
行
し
た
。
其

の
中
に
は
片
假
名
交
り
の

「
信
長
記
」(騨
庵
)
も
あ
る
が
、
概
し
て
漢
文
の
本
を
刊
行

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
等
活
字
版
の
刊
行
書
を
見
た
民
間
で
は
、
假
名
の
木
活
字
を
製
作
し
て
、
活
字
版
の
我
が
文
學
書
を
も
出
さ
う
と
企

て
る
に
至

っ
た
ゆ
か
く
て
刊
行
さ
れ
た
物
に

「
徒
然
草
壽
分
院
抄
」
(擁
靺
畑
矚
駄
匙
靉
報
濺
欣
扉
紐
猛
)・「
太
平
記
」
(龍
鰈
剿
臨
齔
島
緞
帳
紙
牌
貘
柳
季
)
な
ど
が
あ
る
。

嵯

峨

本

　

こ

の
時

に

當

っ
て
嵯

峨

本

が

出

現

し

た

。

嵯

峨

本

と

は
、

鷹

が
峯

の
本

阿

彌

光

悦

が
版

下
を

書

き
、

其

の
裝

瀁

に
も

彼

が
美

術

的

意

匠

を

施

し
た

光

悦

本

、

及

び

光

悦

の
書

風
裝

濃

に
多

分

の
影
響

を
蒙

っ
て

み

て
、

光

挽

本

と

の
間

に
識

別

し
難

い
本

を

も

、
併

せ

て
稱

す

る

の

が
最

も

爰

當

で
あ

る

と

思

ふ
。

こ

の
意

義

の
も

と

に
現

存

せ

る
嵯

峨

本

は

、
「
伊

勢

物

語
」
・
「
同
聞

書

」
・
「
漁

民

小

鏡

」
・
「
方

丈

記
」
・
「
撰
集

抄
」
・
「
徒

然

草

」
「
新

古

今

和

歌

集

抄

月

詠
歌

卷

」
・「
百

人

一
首

」
・
「
三
十

六

歌

仙
」
・「
二
十

四

孝
」
・「
観

世

流

謡
本

」
・
「
久
世
舞

」

茫

け

で
あ

ら

う
。

尤

も

こ
れ

等

に
は

植

版

裝

漢

を
異

に
し

た

本

も

あ

る
。

こ
れ

を

「
伊

勢

物

語

」

に
就

い

て
い

ふ
も

、

一
慶
長

十

三
年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(

　

　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

刊

、

二

同
年

再

刊

、

三
慶

長

十

四
年

刊

、

四

慶

長

十

五
年

刊
、

以
上

の

四
類

が
あ

る
。

其

の

四
類

の
中

に

も
異

植

字

の
も

の
が
交

っ
て

　

　

　

　

　

　

　

　

(

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴー丶

　

　

(



一
み
る
。
そ
れ
等
を
數

へ
れ
ば
余
が
知
っ
て
み
る
だ
け
で
も
、
合
計
九
種
の
別
本
が
あ
る
。

　
嵯
峨
本
は
い
つ
れ
も
國
文
書
の
み
で
あ
っ
て
、
漢
文
書
の
も

の
は
な
い
。
其
の
出
版
年
代
は
慶
長
後
半
期
と
見
る
べ
き
で
、
慶
長
十

四
五
年
頃
が
最
も
多
く
出
版
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
。

　
嵯
峨
本
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
れ
に
傚
っ
て
我
が
文
學
書
の
開
版
が
忽
ち
盛
ん
に
な
っ
た
。
叉
刻
書

中
の
挿
繪
も
.
こ
れ
ま
で

は
佛
典
中

に
稀
に
見
る
位
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
嵯
峨
本
に
立
派
な
繪
が
挿
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
の
上
に
も

一
大
進
歩
を
な
し
た
。

叉
裝
漢

に
就

い
て
も
、
厚

い
雁
皮
紙
に
胡
粉
を
引
き
、
雲
母
を
以
て
草
花
や
禽
獣
や
昆
蟲
な
ど
の
色

々
の
圖
案
模
様
を
摺
入
れ
た
も
の

や
、
或
は
色
攣
り
の
料
紙
を
交
ぜ
合
は
せ
て
用
ひ
た
り
な
ど
し
て
あ
る
。
か
や
う
に
頗
る
光
悦
創
意

の
美
術
的
加
工
が
施
さ
れ
、
趣
味

に
富
ん
だ
麗
は
し
い
物
と
な
っ
た
。

　
すみくら
そ
あん

　
角
倉
素
庵
は
光
悗
と
共
に
我
が
文
學
書
の
刊
行
に
趣
味
を
持
っ
て
其
0
事
業

に
與
か
つ
た
人
で
あ
る
。
ま

た
嵯
峨
本
を
摸
擬
し
た
町

版
も
出
來
、
叉
嵯
峨
本
を
版
下
と
し
或
は
摸
刻
し
た
整
版
の
も
の
も
作
ら
れ
、
こ
れ
等
が
入
り
交
っ
て
み
る
。
其
の
爲
に
そ
れ
等
を
明

確

に
識
別
す
る
は
容
易
で
な
い
。
斯
く
て
嵯
峨
本
は
其

の
影
響
を
後
世
に
及
ぼ
し
、
我
が
文
學
書
出
版
の
上
に
劃
期
的
偉
大
な
貢
献
を

　
　
　

サ

齎
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
我
が
文
學
書
の
活
字
本
は
、
既
に
耶
蘇
會
が
出
版
し
た
物

の
中
に
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
と
系
統
を
異

に
す

る
嵯
峨
本
の
出
現
に
よ
つ

て
著
し
く
助
長
さ
れ
た
。
即
ち
慶
長
の
中
頃
か
ら
寛
永
に
亙
っ
て
、民
間
の
書
肆
や
無
名
の
士
が
、
我
が
文
學
書
を
木
活
字
版
で
刊
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
のぼ

た
物
が
頗
る
多
數
に
上

っ
て
み
る
。
物
語
で
は
「伊
勢
物
語
闕
疑
抄
」(巻
末
刊
語
に
「御
幸
町
二
條

仁
右
衞
門
活
板
之
」
と
あ
る
)、
「
う
つ
ほ
物
語
」
、
「
源
氏
物
語
」(雛
妹
鯏
瀬
踏
厩

齣
瀦
盤
膿
綴
噸
鵬
握
綱
富
)、「
榮
花
物
語
」、
「
狭
衣
」(蜷
蛛
鯏
艦
齢
脇
極
細
a
赫
猛
)
の
類
、
日
記
で
は

「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
」

の
類
、
戰
記
で
は

「
大
坂

　
　
　
　
　
　

.
日
本
文
學
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
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一八
六

物
語
」
、
・「
源
挙
盛
衰
記
」
、
「
太
平
記
」(蜷
靺
翻
飜
齔
親
艘
畷
蹼
娜
確
春
)、「
太
平
記
賢
愚
鈔
」(綣
昧
期
鸚
讎島
壥
鰻
計
酳
横
町
秣
嘱
榊
竰
御
意
)、
「
平
家
物
語
」(聡
誅

昨
鶴
町
蝌
凝
砺
)、
・「
甼
治
物
語
」
の
類
、
歌
書
で
は

「
萬
葉
集
」
、
「
左
大
將
家
六
百
番
歌
合
」、
「「
幽
し
や
う
の
歌
合
」
、
「
新
古
今
釈
歌
集
」
、

「
見
喰
三
百
首
和
歌
」
、
「
無
言
抄
」
、
「
匠
材
集
」「
類
字
名
所
和
歌
集
」
の
類
、
假
名
草
子
で
は
「
恨
之
介
」
、
「,
一
き
う
の
水
か

N
み
」、「
め

の
と
の
さ
う
し
」、
「
ほ
う
ぶ
つ
し
う
」、
「
四
十
二
の
物
あ
ら
そ
ひ
」

の
類
、
.幸
若
舞
曲

の
數

殴
、髓
筆
で
は
「
清
少
納
言
H

「
徒
然
草
壽

命
院
抄
」(卷
未
刊
語
に
「慶
長
第
六
辛
丑
孟

慘
九
貝
也
足
叟
索
然
」
と
あ
る

)
の
類
、
飜
譯

で
は

「伊
曾
保
物
語
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
大
概
の
我
が
文
學
書
は
活
字
版
に
印
刷
さ

れ
,て
世
に
弘
ま
っ
た
。

・
一　
一
こ
⑳
等
の
版
元
は
概
し
て
京
都
地
か
で
あ
っ
て
、
江
戸
で
も
木
活
字
版
の
我
が
文
學
書
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
.其
の
數
量
は
僅
少
で
あ
っ
た
。
、
ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わけ

　

活
字
版
は
前
述
の
如
く
盛

ん
に
流
行
し
た
。
然
る
に
寛
永
頃
に
及
ん
で
活
字
版
に
も
不
滿
を
感
じ
る
に
至

っ
た
。
其
の
譯
ほ
、
不
假

名
文
字
は
漢
字
や
片
假
名
文
字
と
違

ひ
、　
一
字

一
字
切
れ
切
れ
の
も
の
と
し
て
は
、

見
た
所
趣
味
が
乏
し
い
。

よ
っ
て
體
裁
を
保

つ

爲
に
、
.二
三
字
又
は
そ
れ
以
上
連
續
し
た
活
字
を
作

っ
た
の
で
あ

っ
た
が
(嵯
戦
本
な
ど
の
活

字
竜
こ
れ
で
あ
る
),
そ
れ
で
は
活
字
版

と
し
て
便
利
な
芋
頭
の
融

通
が
利
か
な
く
な
る
。
そ
の
上
に
當
時
は
活
字
を
並
べ
て
、其
の
間
隙
に
紙
片
を
詰
め
て
印
刷
す
る
と
い
ふ
極
め
て
不
完
全
な
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
たかひく

っ
た
か
ら
、盤
面
に
植
ゑ
て
伸
び
縮
み
や
歪
み
曲
り
や
凸
凹
が
出
來
、
叉
往

々
活
字
が
轉
び
潤
て
紛
失
す
る
。

(胴
妃
類
呻
飯
砌
林
ゆ
紳
燦
彊
囎
僻
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つめ
か
へ

碕
)。
こ
れ
を
以
て
數
+
部
を
印
刷
す
る
間
に
は
、
詰
替
を
せ
ね
ば
使
用
に
堪

へ
な
く
な
る
。
使

用
後
に
活
字
を
洗

ひ
、
整
理
し
て
保
存

す
る
に
も
非
常
な
手
數
を
要
す
る
。
こ
れ
で
は
活
字
版
よ
り
も
在
来
の
整
版
の
方
が
便
利
で
あ
る
と
思
ふ
や
う
に
な
っ
た
。

　

文
化
の
進
歩
に
連
れ
て
書
籍
の
需
用
を
増
し
、
民
衆
の
娯
楽
慰
安
に
關
す
る
本
の
出
版
量
も
年

々
増
加
し
、
書
肆
も
殖
え
る
。
そ
も

で
民
衆
を
相
手
と
す
る
に
は
、
書
籍
の
内
容
が
平
易
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
袙
其
の
爲
に
臓
漢
字
に
振
假
名
を
附
け
、

挿
繪
を

多

く

す

＼



る
弾

然

る

に

こ
れ

等

の
要

件

を

活
字

版

で
滿

た
す

に

は
、

複

雑

な

手
數

を

要

し

た

の

で
あ

る
。

こ
れ
等

の
事

情

に

よ
り
、

寛

永
後

は
活

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

も
な

字
版

頓

に
衰

へ
た

が
、
後

年

西

洋
書

の
舶

來

す

る

に
及

ん

で
其

の

影
響

を
受

け
、

文
政

天
保

頃

か
ら

再

び
頭

を
.擾

げ

て
来

た
。

　
　

.
整
版

の
印
刷
法

は
、
刻
成

の
板
を
水
で
洗

っ
て
表
面

の
殘
紙
を
去
り
、
刷
毛
で
墨
及
び
諸
色
料
を
板
面

に
夲
均

κ
塗

り
、
潤
燥
を
適
度

に
し
た
紙

　
　

を
覆

う
て
、
之
を
バ

レ
ン
で
擦

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
ど
う
さ

　
　
　

彩
繪

の
印
刷
に
は
膠
礬

を
引

い
た
紙
を
用
ひ
る
。
刷
毛
は
馬
尾

の
本

の
剛

い
所
を
以
て
作
る
。

バ
レ
ン
を
作

る
に
は
、
外
廓

に
太

い
捻
紙
繩
を
嵌

　
　

め
、
中
に
は
総

て
籀
皮

の
紬
織
を
旋
回
し
て
夲
た
く
渦
紋
形
を
作
り
、
之

を
紙
捻
で
編

み
、
其
の
表
面
は
糊
紙
で
平
皿
の
や
う

に
貼
り
、
そ

の
上
を

　
　

・籀
皮

で
包

み
、
其
の
兩
端
を
上
に
曲
げ
て
…縒

り
、
之

を
麻
絲

で
括

り
合

は
せ
て
蒂
鼻
を
作

る
。
其

の
蒂
鼻

を
手

に
持

っ
て
使
用
す
る
.の
で
あ
る
。

又

　
　

バ
レ
ン
の
底
面
に
は
少
し
麻
油
を
抹
し
、
紙
上
を
磨
す

る
に
滑

か
な
る
を
助
け
る
。

　
　
　

版
木

は
櫻
材
を
用

ひ
る
。
門
和
漢
三
才
圖
會

」
卷
七
、
板
彫

の
條

に

「
按
古
之
書
版
多

以
二
梓
木

一彫
レ
之
、
故
稱
二
繍
梓
軸其
材
軟
易
レ鐫

而
耗
損
、
今

　
　

卩専
用
二
櫻
本
納
久
埋
二
士
中

軸彼

奴
出
、
否
則
脆
不
レ
佳
」

乏
あ
る

。

御
伽
草
子
假
名
草
子

一

　
御
伽
草
子
(室
町
時
機
の
撰
述
に
か
丶
る
も
の
多
け

れ
ど
亦
慶
長
以
後
の
作
毛
少
く
な
い

)・假
名
草
子
(黎
嬾
騨
好
淋
潮
瓣
馳
嶂
蔚
靴
)の
刊
行
は
江
戸
初
期
に
始
ま
り
、
寛
文
・
延
寶
頃
は
其
の
全

盛
期
に
達
し
た
。
そ
れ
よ
り
後
は
漸
次
浮
世
草
子
の
爲

に
壓
倒
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
ご

の
間
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
五
百
種
を
遙
に
超

過
す
る
で
あ
ら
う
。

　
體
裁
は
大
本
・中
本
・稀
に
は
小
本
も
横
本
も
あ
る
。
が
寛
永
頃
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
假
名
草
子
に
は
大
本
な
の
が
多
く
、
表
紙
の
模

様
な
ど
に
も
意
匠
を
凝
ら
し
て
立
派
な
も
の
が
多
い
。
挿
繪
は
嵯
峨
本
文
は
奈
良
繪
本
に
傚
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
墨
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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輔八
八

　
こ
れ
等
の
草
子
の
中
に
は
、
木

活
字
版

の
も
の
も
あ
る
事
は
既
に
述
べ
た
。
整
版
で
は

「
七
人
比
丘
尼
」
(薦
厭
噪
瘴
萪
)、
「
可
笑
記
」
(齣

騒

騒

罍

)、
最

悪
聾

霧

磊

撰
耘

文
)、
「
同
」(農

道

牌
江
)、「
さ
る
げ
ん
じ
」
(鏤

鏘

鸛

麟

無
隸

ボ
研
諜

射
嬲
黌

韈

翻

鴇

鶴

欝

蔽

祉
な
),「念
佛
さ
う
し
驫

囎
瞹
酬
飆
ビ
蜊
牌
眛
癬
が
小
)、「薄
雪
物
語
」
(享
保
七
年
大

阪
版
、
大
本
).「
御
伽
草
子
」
～慰

(脚
線
飆
獄
諏
)
な
ど
は
有
名
で
あ
る
。

　
江
戸
で

は
明
暦

・
萬
治
頃
ま
で
は
、
浄
瑠
璃

の
正
本
・吉
原
に
關
す
る
書
籍
…な
ど
が
盛
ん
に
開
版
さ
れ
た
。
寛
文
以
後
に
な

っ
て
は
、

江
戸
の
松
會

.
鱗
形
屋

(大
傳
馬

三
町
目
)。
西
村
(鰰
幽
畷
).井
筒
屋
(唖
油
〉
等
の
書
擦
で
、
京
で
刊
行
し
た
假
名
草
子
な
ど
を
、
菱
川
風
の
挿
繪
に
改

め
て
翻
刻
す
る
事
も
行
は
れ
た
(鳥
厩
庄
兵
衛
・奥
村
政
信
な
ど
の
俘
歴
繪
繭
篭
、
小
…説

刊
本
の
挿
繪
に
筆
を
揮
っ
て
み
る
竜
の
が
幾
つ
竜
あ
る
)、

　
當
時
は
歌
書
、
和
書
共
催
畜
類
、
連
歌
～
俳
諧
、
舞
井
草
紙
、
往
來
物
井
手
本
(
講

鵲

讐

鞴

行
)
の
幾
多

の
書
が
、
新
粧
を
凝
ら
し

て
開
版
さ
れ
た
。

こ
れ
等
の
書
籍
の
刊
行
は
京
都
を
中
心
と
し
て
發
達
し
、
江
戸

・
大
阪
こ
れ
に
次
い
だ
。

浮

世

草

子

浮

世

草

子

の
刊

行

は

、

天

和

二
年

に
始

ま

っ

て
文

政
年

間

に

及

び
、

其

の
間

に
刊

行

さ
れ

た

も

の
七

百
餘

種

に
上

っ
て

み
る
。

　

　

浮
世
草
子
と
は
、
當

時
の
世
相
・人
情
・
風
俗
な
ど
を
日
常

の
言
葉
を
以
て
描
寫
し
た
も

の
を

い
ふ
。

そ
し
て
大
體
か
ら
見

て
、
好
色
物
、
町
人
物
、

　

　
　

　
　
　

　
　

か
れ
ぎ

　

武
家
物
、
時
代
物
、
気
質

物
に
分
か
た
れ
る
。

　

上
方
で
は
初
め
て
浮
世
草
子

「
一
代
男
」(駢
顯
駟
糲
碾
匿
獗
卿
齔
溝
獣
櫨
)
を
開
版
し
て
人
気
を
博
し
た
。

之
よ
り
積
出
し
た
浮
世
草
子
の
爲

.に
、
假
名
草
子
は
壓
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
江
戸
で
も
其
の
影
響
を
受
け
て
西
鶴
本

の
數
種
を
刊
行
し
、
文
典

の
類
の
物
を
幾
つ
も
刊

、行
し
た
。



・
京

都

で

は
八

文

字

屋

自

笑

・
江
島

屋
其

磧
作

の
浮

世
草

子

が
、
書

肆

八

文
字

屋

か

ら
盛

ん

に
出

版

さ
れ

た
。

其

の
挿

繪

は

西

川
鮪

信

風

で

あ
る

。

　
　
　

自
笑

は
安
藤

八
左
衛
門

と

ピ
ひ
・
京
都
獄
屋

町
通
誓

願
寺

(
六
角
堂
)
下

る
書
肆

八
文
字
屋

の
主
人
で
あ

る
。
淨
瑠
璃
本

・
役
者
評
判
詑

の
版
元

　
　

で
あ
る
が
、
ま
た
戯
作
者
江
島
屋
其
儀

・
浮
世
繪
師
西
川
砧
信

と
提
携
し

て
、
年

々
新
作

の
浮

世
草
子
を
刊
行
し
た
。
そ
し
て
八
文
字
屋

の
名
を
成

　
　

し
、
爲

に
洛

陽
の
紙
價

を
高
か
ら
し
め
た
。

　

西

鶴

本

は

大

形

や

半

紙

形

の
本

の
み

で

あ

っ
た

が

、
其

の
他

の
浮

世

藍

子

に
は

横
本

も

あ

る
・

就

中
「
傾

城

色

三
味

線

」
鵁

櫞
尉
駟
瞬
八
)
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

「
風

流

曲

三
味

線

」
(安
永
二
年
八

文
字
屋
開
版
)、

「
伊

達

髪

五

人

男

」
(碾
財
齲
蘚
廳
持
駒
薊
勲
騨
駈
)、

「
傾

銃
薬

短
気

」
(
姙
轆
翫
辭
鰍
)
、
「
浮
世

親

仁
形

氣

」
憲

報
駈
麟
泌
)

な
ど

は

い
つ

れ

も

横

本

で
あ

る

。

　
　
　

俗

に

い
ふ
瓦
版

の
起

り
は
元
和
元
年
五
月
大
阪
夏

の
役

の
際

で
あ

っ
た
。
其

の
時

の
も

の
に

「
大
阪
卯
年
圖
」
・
「
大
阪
安
部
之
合
戰
之
圖
」
が
あ

　
　

る
。
そ

の
彫
刻
粗
放
で
恰

も
瓦
に
彫

っ
て
印
刷
し
た
が
如
き
觀
が

あ
る
。
よ

っ
て
瓦
版
と
は
、
粘
土
面
を
平
滑

に
し
て
そ
れ
に
彫
刻
し
、
瓦
に
燒

い

　
　
　
て
版

に
し
た
と

の
詭
も
あ
る
が
、
實
際

は
矢
張
り
櫻
木
版
で
あ

る
。
そ
の
印
刷
物
を
觸
賚

と
も
讀
賣

と
も
繪
草
紙
と
も

い
ふ
。
常
時
・起

つ
た
珍
聞
異

　
　

事

な
ど

を
拙
劣
な
繪
豊

に
描

い
て
小
割
書
『し
、
僅
か

一
.二
枚

の
粗
悪
な
小
册
子
で
あ

る
。
讀
賣

の
文
章

も
其

の
彫
刻
も
、

こ
れ
を
曹
…り
歩
く
者

も
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
は
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ひ
つ
め
れん

　
　

同
人
で
あ

っ
て
、
文
字

の
覺
え
あ
る
浪
人
や
、
放
蕩
に
身
を
持
崩

し
た
食
詰
連

の
生
活

の
業
で
あ
る
。
讀
費

の
流
行

に
連
れ
て
弊
害
も
生
じ
た

の
で
、

　
　

貞
享
元
年
+

一
月
に
は
之
を
禁

止
す

る
布
令

が
出
で
、
元
祿
+

】
年

二
月
に
も
同
様

の
奪

が
出
た
。

こ
れ
が
爲

に
讀
費

の
流
行
も
頓
挫
し
た
が
、

　
　

寳
永
頃
に
は
歌
祭
文
と
な
っ
て
復
興
の
気
運
に
進
ん
だ
。
幕
末
に
は
世
間
が
多
事
で
あ
っ
た
の
で
、
讀
賚
が
盛
ん
に
行
は
れ
た
。
こ
の
讀
費
は
實
に

　
　
・
新
聞
の
起
源
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
肚
會
風
教
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
文
學
書
も
刊
行
さ
れ
た
。之
が
爲
に
寛
文
以
後
に
な
っ
て
幕
府
は
、出
版
事
業
に
謝
し
度

々
取
締
法
を

定
め
、違
犯
者
を
處
罰
し
た
。
こ
れ
等
の
取
締
法
の
爲
に
、印
刷
出
版
界
は
其
の
進
歩
發
逹
に
影
響
を
蒙
っ
た
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
學
刊
行
史
(江
戸
時
代
)
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九

鶴

ρ

ρ
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.　

　

　

　

澪

瑠

璃

本

,

　
浄
瑠
璃
本
の
刊
行
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
始
ま
り
、
給
人
浄
瑠
璃
本
(母
線
本
及
び
俗
に
虱
本
と
稱
す
る
繪
入
り
の
細
字
本
、
そ
れ
に
金

夲
本
文
は
六
段
本
と
穃
す
る
繪
入
り
の
淨
瑠
璃
本
を
併
せ
て
い
ふ
)
が
其
の
先
驅
を

な
し
た
も
の
で
あ
る
.
別
に

「
十
二
た
ん
さ
う
し
」
(驪
嚇
棚
年
)
と
稱
す
る
大
形
な
糢
顎

嵯
峨
本
も
あ
る
が
、　
こ
れ
は
太
夫
め

正
本
で
な

い
。
こ
れ
等
繪
入
淨
瑠
璃
本
の
刊
行
は
寛
永
に
始
ま
り
、
寛
文
頃
に
な

っ
て
最
も
盛
ん
と
な
り
、
享
保
年
間

に
至
っ
て
絶

え
た
。
其
の

聞
約
百
年

に
亙

っ
て
刊
行
さ
れ
た
物
は
千
種
に
上
る
で
あ
ら
う
。
其
の
版
式
體
裁
な
ど
は
時
代
に
よ
っ
て
多
少
の
變
邏
あ
れ
ど
も
、
要

す
る
に
ほ
黛
極

っ
た
形
を
備

へ
て
る
る
。

　
こ
れ
等
の
給
人
浄
瑠
璃
本
は
、
後
に
起
つ
た
稽
古
本
と
相
俟

っ
て
、
い
つ
れ
も
民
衆
に
愛
玩
さ
れ
た
。
そ

し
て
浄
瑠
璃
そ
の
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
みにもと

歌
謡
及
び
戯
曲
の
大
き
な
源
を
も
な
し
、
以
て
我
が
涌
俗
文
藝

の
上
に
多
大
な
貢
献
を
齎
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
浄
瑠
璃
を
生
ん
だ
読
経
節

の
本
も
こ
の
時
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
等
浄
瑠
璃
及
び
読
経
節

の
繪
入
刊
本
の
現
存
せ
る
も
の
、
中

で
、
最
も
償
い
も
の
は

「
た
か
た
ち
」
(黼
臘
死
掛
瞶
概
繁
じ
叶
勅
勘
轗
琳
御
魍
鯡
侃
欝
鏃
櫓
時
物
勵
錨
碍
之
)、
「
せ
っ
き
や
う
か
る
か
や
」(絎
激
動
か
珊
鰹
蔚
鯱
炒
紳
膨

韃

)

で
遭

う
.
そ
の
頃
の
も
の
に
萌

石
L議

韃

馨

鍛
鬱

糞

加
纛

)、
「は
章

」(韈
欝

鐶

懿

舞

い
齷

講

捌
開
)、
「
ふ
き
あ
げ
」
(長
門
掾
正
本
、
六
段
奄
の
、
行
數
†

五
乃
至
十
六
、
萬
治
寛
文
頃
の
刊
か
)
な
ど
が
あ
る
。
寛
永
末
か
ら
寛
文
頃
の
絶
入
浄
瑠
璃
本
は
縱
本
で
あ
っ
て
、
本
文
に
頌

句
音
節
墨
譜
が
施
し

て
無

い
。
そ
し
て

一
般
に
黒
表
紙
で
あ
っ
た
事
が
現
存
せ
る
も
の
に
よ
っ
て
知
れ
る
。

、虱
本
も
繪
入
浄
瑠
璃
正
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
稽
古
本
の
如
く
頌
句
・音
節
・墨
譜
な
ど
が
施
し
て
あ
る
。
其
の
現
存
せ
る
古
い
も
の

で
は

「
暦
」(鶴

瀬

詳

夥

鑁
鑾

響

)
が
あ
る
。「
氷
の
朔
日
」(傭
鰯
棚
酖
糠
潤
磯
馴
惇
描
)
な
ど
に
は
道
行
丈
を
見
返
に
掲
げ
て
あ
る
。
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、江
戸
で
金
平
本

(坂
田
金
李
又
は
匕
と
類
形
の
武
勇
談
を
主
題
と
し
拠
標
瑠
璃
本
で
、
和
泉
太
夫
の
正
本
尨
い
ひ
、
轉
じ
て
之

と
同
型
の他
の太
夫
の
正
本
を
竜
い
ふ
。
こ
れ
等
は
主
と
し
て
六
段
物
で
あ
る
に
よ
っ
て
六
段
本
と
竜
い
ふ
)
の
開
版
は
萬
治
初
年
頃
に
始
ま
り
、
後

に
戰
記
物
な
ど
に
轉
じ
て
正
徳
後

に
及
ん
で
み
る
。
江
戸
版
の
金
平
本
は
小
形
で
あ

っ
て
、
普
通
十
六
行
で
十
枚
乃
至
二
十
枚
綴
で
あ

る
9
其

の
出
版
元
は
吉
田
屋
・西
村
屋
・山
形
屋
・鱗
形
屋
な
ど
で
あ
る
。

　

上
方
で
金
李
本
の
開
版
は
江
戸
よ
り
も
古
く
、
そ
し
て
貞
享
に
及
ん
で
み
る
。
其
の
版
式
も
半
紙
判
で
あ
る
。
共
の
出
版
元
は
山
本

九
兵
衞
噂西
澤
太
兵
衞
・鶴
屋
喜
右
衞
門
な
ど
で
あ
る
。

"
金
平
本
に
は
音
譜
な
ど
の
附

い
た
も
の
と
、
其

の
附
か
ぬ
も

の
と
あ
る
。
挿
繪
は
初
め
の
も
の
は
占
樸
粗
放
で
、
奇
怪
趣
味
の
横
溢

t
た
も
の
,で
あ
る
が
、
後
に
は
や
曳
精
巧
に
な

っ
て
み
る
。
(繪
天
狂
言
本
・赤
本
・黒
本
な
ど
の
形
式
は
、
こ
れ
等

の繪
入
淨
瑠
璃
本
を
母
胎
と
し
て
生
れ
地
竜
の
で
あ
る)。

　

上
方
で
は
延
寶
七
年
に
大
字
八
行
の
稽
古
本

「
牛
若
千
人
切
」
(宇
治
加
賀
掾
正
本
、
延
寶
己
夫
仲
夏
京
都

二
條
逋
寺
町
西
へ
入
丁
山
本
九
兵
衛
板

)が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
本
は
牛
萩
判
で

あ
る
が
、
次
の
年
の
春
に
刊
行
さ
れ
た

「
赤
染
衞
門
榮
花
物
語
」(宇
治
加
賀
掾
正
本
、
行
數
八
、
延
寳
庚
申
孟

春
二
條
邇
寺
町
西
へ
八
丁
由
本
九
兵
衞
板

)
に
は
美
濃

紙
判
の
も
あ
る
。
後

に
は

種
々
な
行
數

の
本
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
就
中
七
行
本
は
後
世
長
く
浄
瑠
璃
稽
古
本

の
形
式
と
な
っ
た
。
そ
し
て
稽
古
本
は
、そ
の
形
式
を

も
と
も
と
光
悦
の
謠
…曲
本
に
傚

つ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
其

の
書
風
も
光
挽
風
(即
ち
近

衛
流

)
か
ら
變
夥
し
た
も
の
で
あ
る
。

:
浄
瑠
璃
は
次
第
に
數
多
の
流
派
に
分
れ
、
斯
道
の
名
匠
も
輩
出
し
た
。
從

っ
て
其
の
正
本
も
流
行
を
逐
う
て
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
て
、

江
戸
文
藝
の
上
に
大
な
る
光
芒
を
放
っ
て
る
る
。
就
中
現
今
も
流
行
し
て
み
る
も
の
は
義
太
夫
節
・常
盤
津
篩
・
清
元
節
で
あ
る
『

・諾

流
派

の
淨
瑠
璃
中
で
最

も
文
藝
的
價
値
に
富
む
も

の
は
、
蓋
し
義
太
夫
浄
瑠
璃
で
あ
ら
う
。
近
松
門
左
衞
門
は
元
祿

の
盛
時

に
際
會

し
、
不
朽

の
名
篇

の
数

々
を
作

っ
て
義
太
夫
文
藝

の
爲

に
萬
丈
の
氣
を
吐

い
た
。
其

の
後

の
作
者
も
近
松

の
影
響

を
受
け
て
名
篇
傑
作
を
出
し
、
延
享

・寛
延
頃

に
於
て
は
義
太
夫
淨
瑠
璃

の
黄

金
時
代
を
現
出
し
た
。
我
が
国
民
精
神

は
こ
の
義
太
夫
文
學

の
側

か
ら
作

ら
れ
て
み
る
事
が
多

い
の
で
あ
る
。

日
本
文
學
刊
行
史

(江
戸
時
代
)
.
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輔
九
二

歌
舞
伎

狂
言
本

O

　

歌
舞
伎
狂
言
本
も
歌
舞
伎
劇

の
發
展
に
連
れ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
績
耳
廢
集
」
に

「
狂
言
本
と

て
委
し
て
書
く
事
は
金
子

一
高

(邇
稱
吉
左
衛
門
。

元
祿
後
期
の作
家
)
よ
φ
始
ま
ゆ
け
る
な
り
」
と
あ
る
。
元
祿

・
享
保
頃
の
狂
言
本
は
、
概
し
て
浮
世
草
子
の
影
響
を
受
け
て
ぬ
る
。

即
ち
内
容

に
作
者
の
意
思
が
働
い
て
、
自讃
物
的
で
あ
る
所
が
多
分
に
あ
る
。
其
の
挿
繪
(吐
櫛
黠

粐
鮭
罐

風
)
も
浮
世
草
子
の
繪
師
が
描
い

た
の
で
あ
る
か
ち
、
い
か
に
も
浮
世
草
子
の
挿
繪
に
酷
似
し
、
舞
臺

圖
な
ど
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
は
思
ひ
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

ち
う
。(よ
っ
て
叉
木
當
の

脚
本
で
は
な
い

)。

こ
れ
等
の
狂
言
本
は
、

い
つ
れ
も
十
丁
乃
至
十
五
丁
綴

の
半
紙
形

一
册
本
で
あ
っ
て
、
二
册
に
な
っ
て
み
る
も

の
は
少
い
。
そ
L
て
當
の
狂
言
の
時
は
、
特
別
製
の
上
本
を
も
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

當
時
の
刊
行
本
で

ま
が
へ
き

り
の
盃
L(難

燃
譁

籬

灘

黛

蠢

で
あ
っ
て
、
題
籍

「騰

む

と勤
藝

韆
貘

階
」
と
あ
っ
て
巽

の
鏖

の
右
に
四
角
の
稍
長
方
形
な
札
驫

っ
て
、
蕎

紋
を
描
き
、
其
の
下
に
轟
纛

讌

門
L

と
あ
る
.
上

方
版
の
表
紙
は
皆
こ
の
形
式

に
類
し
て
み
る
。
江
戸
版
の
も
の
も
之
に
傚

つ
た
の
で
あ
る
が
、
一
枚
の
大
き
な
題
簽
を
貼
っ
た
の
み
で
、

版
元
を
書
い
て
な
い
の
が
多
い
。

　

こ
れ
等
の
狂
言
本
の
版
元
は
、
京
都

で
は
八
文
字
屋
八
左
衞
門

(曜
屋
)、
正
本
屋
九
兵
備

(瀘
條
)、
鶴
渥
喜
右
衞
門

(沸
條
)、
大
阪
で
は

正
本
屋
藤
九
郎

(博
勞
町
角
)、
正
本
屋
九
右
衞
門

(藹
鷹
驕
)、

江
戸
で
倣
も
つ
や
十
右
衞
門

(曙
)、

か
い
ふ
屋
(曝
)、

中
島
屋

(轡
、
繪
草
紙
三

右
衞
門
(琳
挽
)、
正
本
屋
小
兵
衞
(琳
挽
)、
泉
屋
五
郎
八
(鴫
喰
)な
ど
が
其
の
主
な
者
で
あ
る
。
斯
く
て
脚
本
の
進
歩
に
連
れ
て
夥
し
く
刊
行

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

●



、
3鴨鴨■一 ・

草

双

紙

草
双
紙
は
驪

本
纛

鐚

鶚
婪

、
∀

赤
尖

、
雛
豆
本
、
赤
本
、
黒
本

(赤
本
が
延
享
初
年
か

ら
黒
表
紙
に
變
る
)、
青
本
(舞

鶴

讐
)、
襄

紙
、
衾

本

と
發
達
し
、
天
和
頃
か
ら
幕
末
に
至
る
百
八
十
餘
年
間

に
亙
っ
て
、
出
版
さ
れ
た
刊
行
物
に
謝
す
る
總
括
的
名
稱
で
あ
る
。

　
　
　

草
双
紙
の
名
の
起
り
に
就
い
て
は
、
本
格
的
の
草
紙
に
謝
し
て
草
の
字
を
用
ひ
て
草
草
紙
で
あ
る
の
を
、
草
双
紙
と
書
く
に
至
っ
た
も
の
と
云
は

　
　

れ
て
る
る
。
(或
は
又
、
其
の
使
用
さ
れ
て
る
る
紙
質
が
概
ね
漉
返
し
で
あ
り
、な
ほ
且
悪
墨
の
印
刷
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
悪
臭
を
放
つ
に
よ
っ
て
、

　
　

そ
れ
か
ら
出
た
臭
草
紙
の
義
で
あ
る
と
の
説
も
あ
る
)。

　
　
　
・行
成
本
・赤
本
・黒
本
・青
本
・黄
表
紙
な
ど
は
、
何
れ
も
表
紙
の
色
彩
に
よ
つ
た
名
稱
で
あ
る
。
但
し
青
本
は
其
の
實
緑
表
紙
で
あ
る
。
其
の
緑
か

　
　

ら
青
の
褪
色
し
た
の
が
黄
表
紙
と
な
っ
て
轉
じ
た
の
で
あ
る
。
叉
雛
豆
本
・
合
巻
本
等
は
其
の
體
裁
に
よ
っ
た
稱
呼
で
あ
る
。

　
草
双
紙
は
原
則
と
し
て
毎
貫
文
と
繪
と
よ
り
成
立
し
て
み
る
。
其
の
初
期
の
作
品
の
行
成
本
、
赤
小
本
、
雛
豆
本
、
赤
本
の
頃
は
、

繪
が
主
で
文
が
從
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
黒
本

・
青
本
と
な
る
に
及
ん
で
、
漸
次
繪
と
文
と
が
對
立
し
、
黄
表
紙
と
な
る
に
至

っ
て
、
完

全
に
兩
者
が
融
合
し
て
合
巻
本

へ
と
推
移
つ
た
。

　

草
双
紙
の
體
裁
は
、

一
般
に
美
濃
半
紙
四
つ
折
或
は
寸
伸
び
半
紙
四
つ
折
の
紙
に
印
刷

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
赤
小
本

・
雛
豆
本
の

如
き
は
湘
・半
紙
八
つ
折
位
以
下
の
小
形
の
も
の
で
あ
る
。
或
は
赤
本

・
黄
表
紙
の
中
に
も
孚
紙
二
つ
折

(　
謂
牟

撕　
判
形
)
の
も
の
も
あ
る
。
然
し

ご
の
場
合
で
も
版
木
は
大
方
從
前
通
り
の
も
の
で
あ
る
。
短
冊
の
紙
數
は
五
枚
を
以
て
原
則
と
し
て
み
る
。
册
數
も
赤
本

・
黒
本

・
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぜむらさぎ

本
・黄
表
紙
の
頃
は

一
冊
乃
至
五
・
六
册
ど
ま
り
で
あ
っ
た
が
合
巻
本
に
な

っ
て
か
ら
は
段

々
長
篇
物
が
多
く
な
り
、「
偐
紫
田
舍
源
氏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よみほん

(
こ
の
書
の
こ
と

穢
に
も
出
る
)
の
如
き
は
百
五
十
二
册
に
及
ん
で
み
る
。
.そ
し
て
讀
本
と
酷
似
す
る
に
至
っ
た
。
其
の
異
る
所
は
、合
巻
物
で
は
文
章
を
練

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
段
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
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』
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実
理

る
よ
φ
も
筋
の
運
び
を
主
と
し
た
點
と
、
挿
繪
に
於

て
草
双
紙
と
し
て
の
本
質
を
保
持
し
て
み
る
と
で
あ
る
。
叉
合
巻
本
の
中
に
は
半

紙
二
つ
折
の
大
窪

の
も
の
が
あ
る
・
こ
れ
を
大
く
・卷
と
い
ひ
・纛
靉

雛

難

縄
L
(式
亭
三
馬
撰
、
文

化
五
年
江
戸
版

)
な
ど

に
試
み
ら

れ
た
の
が
初

め
で
あ
る

(こ
れ
は
拙誠
本
の
形
に▼

よ
っ
た
竜
の
で
あ
る
)。

　
　
　

草
「双
紙
の
表
紙
に
は
そ
れ
み
丶
張
外
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
字
題
簽
の
み
の
竜
の
と
、
掌
題
簽
と
繪
題
簽
と
の
も
の
と
、
字
題
簽
と
繪
題
簽
と
が

　
　
　
一
枚
に
な
っ
て
み
る
も
の
と
の
三
通
り
あ
る
。

　
　
　

赤̀
本
・黒
本
の
頃
の
題
簽
は
多
く
一
色
で
あ
っ
た
。
青
本
・黄
表
紙
に
な
る
に
及
ん
で
錦
繍
板
書
の
影
響
を
受
け
、
漸
次
數
種
の
色
を
用
ひ
た
錦
繪

　
　

樣
の
も
の
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
合
巻
本
に
な
る
と
、
表
紙
全
體
が
華
美
な
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
　

黄
表
紙
を
彩
色
摺
の
袋
に
入
れ
て
賣
出
し
た
事
も
あ
る
。「新
版
桃
太
郎
」(朋
誠
壁
書
三
次
撰
、
安
永
六
年
江
戸
版
)
の
袋
入
が
其
の
最
初
で
あ
る

　
　

と
い
は
れ
て
み
る
ρ

　
　
　

彩
色
を
自
由
に
且
濃
厚
に
施
し
た
錦
繪
は
、
安
永

.
天
明
年
間
鈴
木
春
信
の
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

　
赤
本
噺黒
本
・青
本
・黄
表
紙
の
刊
行
期
は
、
概
し
て
定
期
と
臨
時
と
の
二
種
あ
る
。

前
者
は
新
春
の
讀
物
、

年
玉
用
と
し
て
歳
末
か

ら
春
に
か
け
て
發
行
さ
れ
た
。
叉
後
者
は
際
物
と
し
て
、
突
發
事
件
な
ど
の
あ

っ
た
時
新
聞
の
役
目
を
以
て
、
短
時
日
の
中
に
刊
行
さ

れ
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
叉
賣
物
と
し
て
の
も

の
と
、
化
粧
品
店
等
の
景
物
品
と
し
て
の
も
の
と
が
あ
る
。

,
以
上
草
双
紙
の
版
元
は
殆
ん
ど
皆
江
戸
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

醸

　
童
幼
の
愛
書
慾
は
、
ま
つ
行
成
本
に
よ
っ
て

一
時
の
滿
足
が
與

へ
ら
れ
た
。
次
炉
で
赤
小
本
。
雛
豆
本
.
赤
本
.黒
本
等
と
、
或
は
表

紙
の
色
彩
を
變

へ
、
或
は
體
裁
を
變

へ
て
、
其
の
感
興
を
起
さ
し
た
も

の
で
あ
る
。
其
の
頃
は
繪
が
主
で
文
が
從
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が

慾
求
の
進
む
に
連
れ
て
、
漸
次
文
が
多
く
な
っ
て
来
た
。
・即
ち
け
ば
,《

し
い
表
紙
な
ど
か
ら
の
感
興
よ
り

も
、
内
容
の
面
白
さ
を
望



一
O

む
や
う
に
な

っ
て
、落
着

い
た
青
表
紙

の
青
本

へ
と
移
り
、其
の
内
容
も
讀
み
物
化
し
た
。
そ
し
て
從
來
は
お
伽
噺
や
怪
談
が
主
で
あ
っ

た
の
が
、
實
録
物

・
教
訓
物

へ
と
取
材
の
對
象
が
進
ん
だ
。
然
し
ま
だ
童
幼

の
讀
み
物
と
し
て
の
内
容
を
保

っ
て
る
た
が
、
嘗
て
そ
れ

等
め
赤
本
や
黒
本
に
よ
っ
て
藪
養

さ
れ
た
子
供
が
、
大
人

へ
成
長
し
た
連
中
の
懷
舊
慾
も
手
傳
っ
て
、
同
じ
體
裁
を
借
り
て
大
人
向
き

の
作
品
が
欲
求
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
斯
く
て
安
永
四
年
に
、大
人
の
慰
み
の
讀
み
物
を
加
味
し
た
當
世
の
洒
落
や
、滑
稽
諧
謔
が
盛

ち
れ
た
黄
表
紙

「
金
々
先
生
榮
花
夢
」(儲
酬
齲
町
)
が
刊
行
さ
れ
て
好
評
を
博
し
た
爲
に
、
途
に
こ
れ
が
黄
表
紙
出
版
0
流
行
を
確
定
的
に

し
た
。
そ
れ
か
ら
は
其
の
内
容
も
大
人
向
き
の
取
材
が
盛
ん
に
な
り
、
(恰
も
從
來
の
黒
本
・青
本
が
瑠
現
し
弛
時
に
、
赤
本
が
次

第
に
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
つ
弛
と
同
じ
」傾
向
を
一石
し
て

)、數
年
を
出
で
す
し
て

全
く
黄
表
紙
冊
行
の
時
勢
と
な
っ
た
。

　
黒
本

の
發
生
は
延
享
元
年

、
青
本

の
發

生
は
延
享

二
年
で
、
其

の
問
僅
か

一
年

の
相
違

で
あ
る
と

い
は
れ

て
み
る
。
ま
た
出
版
元
で
同

一
内
容

の

も
の
を
同
時

に
黒
表
紙

に
も
青
表

紙
に
も
し
、
叉
黒
本

で
出
し
た
も

の
を
翌
年
青
本
仕
立
に
し
て
再
版
し
た
も

の
も
あ
る
。

　
黒
本

・
青
本

の
隆

盛
に
な
り
か
け
た

の
は
、
ま
つ
寶
暦
に
入

っ
て
か
ら

で
あ
る
。
明
和
末
か
ら
安
永
中
頃
ま
で
は
青
本
が
盛
ん
に
刊
行

さ
れ
た
。

安

永

・
天

明

頃

の
黄

表

紙

は
滑

稽

・
洒
落

・
時
事

諷

刺

が

主

と

な

っ
て
、

當

時

の
瓧

會

描

寫

に
力

を
蠱

し

て
み

る
。

　
　

黄
表
紙
め
主
な
作
者
は
、
戀

川
春
町
、
市
場
通
笑
、
朋
誠
壁
書
三
一ぺ

芝
全
交
、
唐
楽
三
和
、
山
東
京
傳
、
十
返
舍

一
九
、
式
亭

三
馬
な
ど
で
あ

　

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・其
の
後
払
甼
定
信
の
寛
政
改
革
の
影
響
を
受
け
て
教
訓
物
と
攣
り
、
ま
た
實
録
物

(就
中
敵

討
物

)
の
描
寫
が
流
行
す
る
に
及
ん
で
、
作
意
の

中
心
が
筋
の
變
化
に
移
っ
た
。
短
篇
か
ら
長
篇

へ
と
展
開
し
た
の
も
之
が
爲
で
あ
る
つ
こ
の
指
導
者
は
南
杣
笑
楚
滿
人
で
あ
っ
た
が
、

從
來
の
作
者
も
之
に
從
は
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
墨
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軸先
籤
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鱒
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!貫

で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軸
九
需

日
、長
篇
に
な
る
に
及
ん
で
不
便
な
の
は
、
薄

っ
ぺ
ら
な
本
が
澤
山
で

一
編
を
な
す
事
で
あ

っ
て
、
紛
失
の
恐
れ
も
多
い
。
そ
こ
で
其

の

-防
止
策
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
、
數
冊
を

一
緒
に
纏
め
て
綴
ぢ
る
事
で
あ
る
。(即
ち
へ日本
、
会
規
、

合
馨
す
る
事
で
あ
る
)
.

こ
れ
は
十
返
舍

一
九
が
最
も
早
風

實
行
し
た
が
」
其

の
後
式
亭
三
馬
の
作
品

「
職
凝
軈
蠏
齶
伽
諦
」
(歌
川
豐
國
鬣
、

文
化
三
年
刊
、
)
を
十
卷
合
二
册

に
し
た
の
が
た
ま
一

好
評
で
あ
っ
た

の
と
、
㌧其

の
後

三
馬

の
宣

傳

上

手
と

に
よ

っ

て
、

後

世

こ

の
書

を

以

て
合

巻

の
初

め

と
誤

稱
…さ
れ

る

や

う

に

な

っ
た

。

こ

の
頃

か

ら
黄

表

紙

の
刊

行

は

だ

ん
ゐ
丶

寰

へ
、

時

勢

に

つ
れ

て
合

巻

の
流

行

と
移

り
…變

る
。

　

　
　

合
卷
本

の
内
容
は
、
末
期

の
黄
表
紙

の
系
統
を
引

い
て
、
實
録
體

の
も

の
が
主
で
、
讃
本
に
近

い
が
、
演
劇

の
影
響

を
受
け
て
、
其

の
上
演
脚
本

　

　

を
讃
物
化
し
た
も
の
も
少
く
な

い
。
山
東
京
傳

・曲
亭
馬
琴
・
十
返
舎

一
九
・式
亭

三
馬

・南
杣
笑
楚
浦
人
等
は
、
黄
表
紙
以
来
ず

っ
と
著
作

を
続

け
て

　

　

み
る
が
、
合
巻
本

の
時
勢
に
な

っ
て
初
め
て
出
た
作
者
は
、
山
東
京
山
・柳
亭
種
彦

・東
西
庵
南

北
・束
里
川
人
・星
川
亭
雪
麿
・柳

下
亭
種

員
・
笠
亭
仙

-
　
　

果
等

で
あ
る
。
就
中
柳
亭
種
彦

は
最
も
光

っ
た
作
家
で
あ

る
。

∴
,柳
蘯

彦
は
馬
三
夫

編
百
五
+
二
册
の

酵

糶
.繁

響

L(歌
川
國
真
書
、
自
文
政

十
二
至
天
保
十
三
年
刊
)
の
長
篇
を
發
表
し
、
合
巻
作
書

し

て
名
讐

ほ

,し
い
ま

ム
に
し
て
る
る
。

こ
の
種
彦
を
中
心
に
し
た
頃
が
合
巻
本
の
全
盛
を
極
め
、
彼
の
死
後

の
天
保
末
か
ら
は
、
下
り
坂
と
な
っ
て

!幕
末
に
及
ん
で
み
る
。

　

草
双
紙
も
黄
表
紙
以
前
は
、
作
者
と
畫
者
と
が
殆
ん
ど
同

一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
黄
表
紙

・
合
巻
本
に
移

っ
た
後
も
見
ら
れ
る

現
象

で
あ
る
が
、
漸
次
に
作
者
は
作
、
霆
者
は
畫
と
分
業
に
な
っ
た
。
作
と
畫
と
兩
道
が
出
来
る
者
で
あ

っ
て
も
、
畫
は
他
の
畫
者
に

描
か
せ
る
と

.
ふ
状
態
で
あ

っ
た
。
之
は
配
役
の
宜
し
き
に
よ
っ
て
、
讀
者

の
感
興
を
そ

玉
ら
せ
よ
う
と
す
る
版
元
の
商
策
に
よ
る
も

の
で
あ
ら
う
。
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ゆ

　
黒
・青
本
時
代

の
晝
者

は
鳥
居
清
滿
・
鳥
居
滞
經

・富
川
房
信
(
吟
雲
)
、
黄
表
紙
・
合
巻
時
代

の
鬣
者
は
鳥
居
清
長
・北
尾
重
政

・
北
尾

政
美
・
喜
多

川

歌
麿

・歌
川
豐
國

・歌
川
豐
廣

・歌
川
國
貞
等
が
光

っ
て
み
る
。
作
並

に
甕
者

と
し

て
は
戀
川
春
町
・山
東
哀
悼

(
書
巻
號
北
尾
政
演
)
・
+
返
舎

一
九
等

が
優
れ
て
み
る
。

　
草
双
紙
の
取
締

に
關
す
る
幕
府
當
局
の
處
置
は
か
な
り
嚴
し
か
つ
た
。
黄
表
紙
に
就

い
て
は
、
寛
政
元
年
刊
行
の

「
釶
驢
欺
瞞
鰰

黒
白

水
鏡
」(石
郡
琴
好
作
、

北
尾
政
演
盡

)

が
、
佐
野
田
沼
殿
中
刃
傷

一
件
を
取
材
し
た
爲
に
絶
版
を
命
ぜ
ら
れ
、
作
者
は
手
鎖
の
上
江
戸
拂
、
豊
玉
版
元
は

過
料
に
處
せ
ら
れ
た
。
叉
文
化
元
年
刊
行
の

「化
物
太
平
記
」
(+
返
金
"

九
作
血
書
)
は
、
當
時
の
禁
令

「
壹
枚
繪
草
紙
類
、

天
正
之
頃
以
來
之
武

者
等
名
前
を
顯
は
し
書
き
候
儀
は
勿
論
、
紋
所
合
印
名
前
等
紛
敷
認
め
候
儀
も
決
し
て
相
致
す
聞
數
候
」
と

い
ふ
に
濁
れ
て
絶
版
を
命

ぜ
ら
れ
、
作
者
は
手
鎖
版
元
は
過
料
に
産
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噺

　

　

　

　

本

噺

本

の
刊

行

は

元

和

か
ら

幕

末

に

及
び

、

其

の
聞

二

百

四

十
餘

年

に
亙

り

、

五

百

七

十
餘

種

に
上

っ
て

み
る
。

　

　
　
　
　

お
と
し
ば
な
し

　

　

噺
本

と
は
落
噺

ば
か
り
を
採
録
し
た
本

を

い
ふ
。
落
語
は
既

に
古
典
文
學
中
に
其

の
數

々
が
現
は
れ
て
る
る
。
殊

に
能
狂
言
中
に
は
そ
れ
が
多
分

　

に
含

ま
れ
て
み
る
。
と

こ
ろ
が
文
化

の
進
む

に
つ
れ
て
、
落
語

の
み
を
集

め
噺
本
と
し
て
の
典
型
を
作

る
に
至

っ
た
。

　
噺
本
の
體
裁
は
、
初
期
の
も

の
は
其

の
形
が
縱
本
も
礎
本
も
あ
っ
て
、
其

の
大
き
さ
も
種

々
で
あ
る
が
、
後
世
の
は
概
ね
半
紙
四
つ

折
の
大
き
さ
で
あ
る
.
ま
た
殆
ん
ど
草
双
紙
の
形
式
そ
の
ま

Σ
の
も
の
も
あ
る
。
紙
數
も

】
足
し
て
み
な
い
。
册
數
も
初
期
の
作
品
に

は
二
册
乃
至
五
冊
な

の
が
多

い
が
、
後
期
に
な
る
と

一
册
も
の
が
多
風
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
學
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髄九
七



鵜

　

噺
本
に
は
挿
繪

の
無
い
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
繪
入
本
で
あ
る
。

学,

輔
九
(

こ
エ
に
注
意
を
要
す

る
の
は
、
草
双
紙
特

に
黄
表
紙

の
不
評
判
で
あ
っ
た
も

の
玉
書
版
木
を
使
用
し
て
、
其

の
丈
を
割
り
.其
・處

へ
噺

を
入
れ
た
も

の

瓦
存

す

る
事

で
あ

る
。

噺
本

の
中

に
は
古
刊
行
物

に
あ
る
噺
を
燒
直

し
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
燒
直

し
は
江
戸
時
代

の
文
學
に
は
多
く
あ
る
事
で
あ

る
が
、
噺
本
に
特

に
目

立

つ
や
う

で

あ

る
。

噺
本
の
刊
行
期
は
、
概
し
て
草
双
紙
類
品
の
新
春
物
と
し
て
の
、
歳
末
か
ら
正
月

へ
か
け
て
の
刊
行
と
、
随
時
出
版
と
の
二
通
ウ
あ

る

。

㌦詫

礁

刊
行
さ
れ
た
噺
本
の
最
も
古
い
も
の
で
は
、
「
戯
言
養
氣
集
」(杭
種
黼
椁
諏
ギ
釀
鯨
ゼ
知
ゆ
麟
診
、「
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
」(砧
巌
聯
徽
ゆ
歔
彬
5

が

あ
る
。
其

の
他
初
期

の
も
の
で
は
、「,醒
醉
笑
」
(鞍
礫
庵
篩
黼
灘
斛
磽
綜
剖
ボ
擾
破
元
)、
「備
し
か
た
ば
な
し
」(辭
判
購
艨
懼
、嶺
測
鰤
櫨
)、麗

の
巻
筆
L
(踊
躅

.黐
離

螻

騨
纏
辮
霧
鏘
籬
嘛
瀧
轢
霰

糎
靉

靆
籔
鏤

綜
総
帥
籘

爛爍
轢
携

)、
「か
ろ
曇

が
は
な
し
」
(灘
差
醐
羈

蕪
解離
麓
鯨
靉
轡
黷
霧
爨

鴛
9
驪
翡
翠

等
や
、
そ
れ
か
ら
後
の
「
つ
れ
ぐ

御
と
ぎ
草
(螺
罅
謡
斃

齧
漂
雛

鰯
籬

糲
蠣
仲
陽
穣
哘
ボ
世
)
等
數
多
あ
る
。
噺
本

の
最
も
多
く
出
版
さ
れ
た
の
は
安
永
。
文
化
の
頃
で
あ
る
。
就
中

「聞

上
手
」
(淋
開
驪
屑
繍
機
智
髏
蹴
翫
薜

,警
始
黷
鶯
霧
罐
喋
翳
ゆ
蕪
醺
鵡
騾
攀
縫
懿
鬢

レ)、「軅
詞
葉
の
花
」
(諺
灘
蹼
璽
ハ飜
纛

軅
靉

罐
螂
舞

押
靆

礬
.蕊

㍑
働
叨
諏
が
軈
蹴
球
襴
獅
る
)、
「
し
み
の
す
み
か
物
語
」
(妬
馴
囃
蟶
蝦
ゼ
微
馳
策
4
酩
砧
齷
灘
ボ
批
讒
口観
儼
站
敏
膿
勘
鮓
拠
瀰
醐
豊
凶黼
勧
纖
体
廊
蹶
脚)
等
は
各
々
特
長
を

備

へ
た
作
で
あ
る
、

噺
本
作
者

の
中
で
、
戀

川
春
町
、

十
返
舍

一
九
、
談
洲
樓

蔦
馬
、
櫻
川
慈
悲
成
、
画
亭
馬
琴
な
ど
は
、
滑
稽
本
、
草
双
紙
、
洒
落
本
、
讀
本
な
ど

の
作
者
を

も
兼
ね
た
者
で
あ
る
。
ま
た
烏
亭
焉
馬
、
櫻
川
慈
悲
成
、
三
笑
亭
可
樂
、
林
屋
正
藏

等
は
作
者

と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
實
演
に
も
功
労

「



/

者

で

あ

る
。

謙

譲

本

へ

難

は
繪
本
に
對
す
る
名
稱
で
あ
る
・
故
援

名
草
子
●
浮
世
華

な
ど
も
讀
本
に
ば
違
ひ
な
い
が
・
こ
れ
義

義
最

つ
で
・
支

那
の
小
論
類
か
ら
暗
示
を
得
て
彼
我
の
史
實

・
怪
異
説
話
等
を
主
材
と
し
、
漢
文
句
調
或
は
雅
文
擬
古
體

の
文
章
を
以
て
、
歴
史
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へうばう

や
浪
漫
的
架
空
事
件
を
描
寫
し
、
勸
善
懲
悪
な
ど
の
倫
理
道
徳
觀
を
標
榜
し
た
も
の
を
讀
本
と
い
ふ
。
そ
れ
ら
の
書

の
刊
行
は
、
寛
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　

冖の
初
め
頃
か
ら
幕
末
ま
で
百
十
餘
年
に
亙
り
、
約
八
百
種
に
上
っ
て
み
る
。

　
　
　

讃
本
は
】
種
の
理
想
小
説
で
あ
っ
て
、
現
實
に
即
し
て
個
性
・
性
格
を
描
寫
す
る
も
の
と
は
、
其
の
趣
を
異
に
す
る
。

　

讀
本
の
體
裁
は
、
概
ね
半
紙
二
つ
折
の
大
き
さ
で
あ
る
。
叉
美
濃
二
つ
折
或
は
中
本
形

(美
濃
四
つ折

の
大
き
さ

)

の
も
の
も
あ
る
。
册
數
は
少
き

は

一
册
も
の
か
ら
、
多
き
は

「
南
總
里
見
八
犬
傳
」

の
百
六
册
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
挿
繪
は
多
い
も
の
も
あ
る
が
、
概
し
て
短
冊
四

枚
乃
至
六
枚
位
で
あ
る
。
ロ
繪
は
初
期
の
作
品
に
は
無
い
が
、
「
忠
臣
水
滸
傳
」
の
刊
行
さ
れ
た
頃
か
ら
、
初
册
の
冒
頭
に
挿
入
ざ
れ
る

や
う
に
な

っ
た
。

　

　
　

薬

の
中
に
も
・
「だ
い
じ
ん
ま
ひ
く
る
わ
の
は
じ
ま
り

大
鑑
舞
花
街
始
」

(式
亭
三
馬
撰
、
文
化
七
年
江
戸
版
)
は
薬

と
合
業

と
を
折
衷
し
・
文

藝

黒

聾

本
地
」
(籾
蘰

蠢

、
表

　

　

+
年
江
戸
板
)
は
、
讀
本
と
浄
瑠
璃
丸
本

と
を
折
衷
し
た
新
案

の
も

の
も
あ
る
。

刊
行
さ
れ
た
讀
本
で
繋

古
い
も
の
は
、
「講

癰

紙
」覊

露
響
靆
蕎
譱

脚
難

戦難

読
蜘羅

襞

霧

奇)
で
あ
る
、
其
の

後
に
刊
行
さ
れ
た

茜

山
物
語
L
靄
糶
懇
鸚
勢
讖
黻
纏

)、
皋

朝
水
滞
貸

欝
礎
繋
簇
髴
語
賺
パ
鑾

)、
「雨
月
物
語
螽

欟

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,礁

　

　
　

　
　
　

　
　

日
本
文
學
刊
行
史

(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
,九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

釁

戴

麟

蔭

馨

靉

韆

献
姦

黠
禦
韆
獲
攘

霾

谿
驚

驚

攤
)、
悪

臣
水
滸
,傅
」
(軸
靉
鑼
擁

黐
肇
馨

駄

繋

雑

誌
鵬
黐
灘
髢

㊥糶

艪
肇

、幕

本
漢
叢

談
L(曲
亭
馬
琴
撰
、
北
尾
紅
誕
露

盤
、
文
化
元
、
三年
江
戸
版)、
「優
曇
華
物
語
」
(舳
黷

難

蠶
橢
鏤

駿
蘿

耶
蘇
塵
飜
のの
導
獅
騰
飯
雛
肱
弊
)、
「
昔
話
稻
妻
表
紙
乂
鋤
鮟
鱇
鰤
緞
酬
飜
瞞
囎
翻
贐
を
撒
靴
磁
燐
疽
卵
嬾
U
淋
嗜
燃
齲
囃
歙
駝
蠅
燻
)、
「椿
読
弓
張
月
」
(融
解
馬
婦
蝶
蠱
櫛
靴

羅
解
淋
緯

嬲
切驫

瞳矮
毀
襲

誌
勅
莓

)、
「三
七
全
傳
.南
柯
夢
」
(噛
礪
議
麗
璽
靉
銀
製
槻
簾

韈
騾
罐
輟
蘂
基)、
「本
朝
醉

菩
提

」
(山
東
京
傳
撰
、
歌
川
豊
國
畫
、
文
化
六
年
江
戸
仮
。
本
書
は

「昔
話
稻
妻
表
紙
」
の
後
編
で
あ
る
。法
華
経

に
な
ぞ
ら
へ
て
経
文
の
句
な
ど
を
用
ひ
、
彼
の
作
に
例
の
少
い
七
五
調
を
用
ひ
、
苦
心
惨
澹
の
作
で
あ
る
)、

「
南

總

里

見

八
犬

傳

」
(
致
薄
驫
穉
磯
斛
溯
酬
鬮
邊

齲
即
談
糀
触
恥

碗
澗
亂
雛
琥
贓
砧
暁
騙
覊
ゆ
欺
辭
鯲
聖
職
炉
麟
獸
峡
噸
)、
「
朝
夷
巡
島
記
全
傳
」
(曲
弾
馮
栲
讖
脚
離
群
盗
駄
黼
ボ
嫩
酬
欄
蝦
躑
鰹
鋤
峡
靴
醂
㌍
姪
假
磁
艇
穉
江
)
な
ど
は
、
い
つ
れ

O

も
特
色
あ
る
讀
本
で
あ
る
。

講
本
の
刊
行
は
、
上
方
で
は
上
田
秋
成

・
建
部
綾
足
以
後
、
其
の
後
を
嗣
ぐ
作
家
が
居
な
か
っ
た
爲
に
振
は
す
。
江
戸
で
は
山
東
京

爆ど嬲 暇綱罵囀開脚開顕願聊騨一 町糧

丶

傅

・
曲
亭
馬
琴
等
の
優
秀
な
作
家
が
輩
出
し
、
立
派
な
浮
世
槍
師
等
も
居
て
挿
繪
に
筆
を
揮
っ
た
爲
に
、
文
化
年
間
に
至
っ
て
読
本
刊

行

の
黄
金
時
代
を
出
現
し
た
。

讃

本
が
支
那
小
説
の
影
響

を
受
け
て
み
る
者

の
あ
る
事
は
前

に
述

べ
た
。
ま
た
講
本

で
な
く
て
も
支
那
文
學

の
影
響
を
受
け

て
み
る
者
も
多
分

に

あ
る
。

こ
れ
等
と
別

に
支
那
文
學

の
譯
本
が
元
碌
か
ら
幕
末
に
か
け
て
ぼ

つ
り
く

刊
行
さ
れ

て
る
る
が
、
こ
れ
は
日
本
文
學

で
な

い
か
ら
蓮
べ
ぬ
。

讀
本
で
禁
令
に
觸
れ
た
も
の
に
、「
繪
本
太
閤
記
」(鯛
細
蟹
軸
繊
説
艫
脚
5
、
「
繪
本
拾
遺
信
長
記
」(値
爛
毓
漉
女
〉
が
あ
っ
て
、
共
に
文
化
元
年

に
絶
版
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
其
の
理
由
は
前
に
述
べ
た
草
双
紙

「
化
物
太
平
記
」
が
禁
令
に
觸
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
刃

洒

落

本



'週τ「「一7卿「下　　　　　　斗

〆

重

、

蓄

＼

蟹

洒
落
本
は
、
享
保
か
ら
嘉
永
に
至
る
百
二
+
餘
年
間
に
亙

っ
て
刊
行
さ
れ
、

四
百
三
+
餘
種
に
撃

て
る
る
。
(鷺

繋

覊

鷺

肋
)

　
　
　

洒
落
本

は
浮
世
草
子

の
系
統
を
引

い
た
遊
里
文
學

で
あ
る
。
作
者
等

は
吉
原
・深
川
な
ど
の
遊
里
瓧
會
を
描
寫
す
る
に
洒
落
滑
稽
を
以
て
蔽
ひ
、

　
　

衒
學
的
臭
味
あ

る
に
よ

っ
て
洒
落
本
と
稱
し
た

の
で
あ
る
。

!
洒

落

本

は

漢

學

の
素

養

あ

る
人

々

の
餘

技

と

し

て
、

遊

里

の
細

見

か

ら
發

生

レ

た
も

の

で

あ

る
。

從

っ
て
其

の
體

裁

に
、

半

紙

皿

つ

折

、
-
美

濃

四

つ
折

、

半

紙

二

つ
折

、
以
上

三
種

類

の
大

き

さ

に
分

け

ら

れ

る
。

そ

し

て
最

も

典

型

的

な

も

の

は
半

紙

四

つ
折

形

で
あ

る
。

(
洒
落
ぺ
ば
其
の
大
き
さ
に
譬
を
取
っ
て
.

菎
蒻
本
叉
は
油
揚
木
な
ど
と
も
い
ふ

)。

後

に

至

っ
て

は
或

は

孚

紙

本

形

、

或

は
道

中

案

内

記

を

摸

し

た
横

本

形

等

が
出

現

し

た
。

　

初

期

の
作

品

に

は
、

漢

文

體

或

は

和

漢

文

體

の
も

の
が

多

い
が
、

後

に
は

我

が
小

説

史

上

特
筆

す

べ

き

會
話

體

が
流

行

し

た
。

.

　

洒

落

本

の
紙

數

は

一
定

し

な

い
。
概

ね

一
册

を

以

て
讀

み
切

り

と

し

て

み

る
。

時

に

は
數

册

に
及

ぶ
も

の
も

あ

る
。

挿

繪

は

全
然

無

い
も

の

と
、

一
册

に

一
・
二

枚

あ

る

も

の
と
、

或

は
數

十
枚

に
及

ぶ
も

の
と

が
あ

る
。
(初
期
の
作
品
に
は
略
書
が
多
い
が
、

後
期
の
竜
の
に
は
密
蛋
が
多
い

)。

　

洒

落

本

は
、

共

の
初

期

に
於

て
は

上

方

で

も

刊

行

さ
れ

た

。

そ

れ

が

文
藝

東

漸

の
趨

勢

と
、

江

戸

人

の
気

風

に
投

じ

た
事

と

に
よ

っ

て
、

途

に
東

都

の
獨

壇

場

と

な

っ
た

。

そ

し
で

其

の
最

も

盛

ん

に
刋

行

さ

れ

た

の
は
、

安

永
前

後

か

ら
享

和

の
聞

で
あ

る

。

こ

の
期

で

は

川

柳

・
狂

歌

・
黄
表

紙

等

の
文

墨
書

の
出

版

と

相
關

嚇

し

て
加

速
度

に
謹

撰

し
た

の

で

あ

る
。

　

洒
落

本

の
最

初

を

な

せ

る
も

の
は

、
「
譏
兩

巴

巵

言

」
(撃
鉦
先
生
撰
、
鳥
居
清
信
盡
、
享
保
十
三
年
刊
、

本
山書
は
洒
落
」不
の
體
藏
尨
備
へ
た
細
見
で
あ
る

)

で
あ

る
。

其

の
後

に
刊

行

さ
れ

た

、
「
雪

月

花

」
(
可
亭
撰
叭、寶
騒
七
年
大
阪
　収
。本
書
『
聖
遊
廓
」
の
…甥
名
が
あ
っ
て
、洒
落
本
・の
娘
組
と
稱
さ
れ
て
る
る
。

・大
阪
餅
噸
堀
の
遨
里
を
寫
し
忙
も
の
で
あ
る
。　寳
歴
十
三
年
に
け
冖其
の
…綏
撫
「列
仙
傳
」が
出
版
さ
れ
拠
)

「
齔
異

素

六

帖

」
蘓

松
輔
泓
饌
脚
賓
)、

「
遊

子
方

言

」
(
夥
畑
躯
縢
磯
馴
朝

薇

繋

歎
裟

霞

鞣

飃

)、

宸

巳

の
園

L
(夢
中
敬
人
寐
書
撰
、
明
和
七
年
江
戸
版
。「遯
チ
方
言
」
が
吉
原
の
事
を
書
け
る
に
黝

し
、
本
書
は
深
川
の
事
を
寫
し
旗
。
こ
れ
深
川
遊
廓
の
凄
艶
寫
し
翼
始
め
で
あ
る

)
、
「
甲
驛

新

語
」
(
韈

臥
購

黶

　
　
　
　
　
　
　
　

目
木
夊
廛
刊
行
史
(
江
戸
時
代
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一

●

丶



二
〇
二

襖

鸚

妨
歟

鄭

蝦

)、

「
常

世

と

ら

の
卷

」
(田
螺
金
魚
撰
、
安
永
七
年
江
戸
版
.
本
書
一
名

「契
情
買
虎
の
卷
」
と
い
ひ
、
普
通
の
洒
落
本
と

異
り
、後
の
人
情
本
に
類
し
て
み
る
。常
時
頗
る
行
は
れ
弛
嬉
の
で
、
後
年
之
を
學
ぶ
者
が
多
い

)、

「
眞

女

意

題

」
(擁

馥

羅

聾

鑿

驤
膿

歡
譲

矯
嬲

簽

罐

誘
励
雙

満
榔
麗

驪

魁
)、
「
富
賀
川
拜
見
」
(蓬
筴
山
人
歸
橋
撰
、
天
明
二
年
江
戸
版
。
作
者
歸
橋
は
安
永
天

明
頃
に
於
け
る
洒
落
本
界
の
亘
璧
と
稱
へ
ら
れ
旗
人
で
あ
る
)、・

「
通
言
総
籬
」
(山
東
京
傳
撰
、
矢

開
七
年
江
戸
版

)、
「靆

故
契
三
娼
」(細
螺

貔
籤

餬
銑
罐

鑛
綜

緩

鑛

懿

.焔
馴
のの
磁
警

あ
)、
「
韆

辰
巳
婦
言
」
(靆

鵜
彈

弊

藷

蹉

講

譁

鵯

欝

韈

蒜

靆

壌
醸
鬆

駿

磊

懿

癰

饕

麓

嚢

疆

机
の
靨

経

蠣

報
糶

繋

鶴

露
纂

輯
貉

噸
讖

舘
頭
)、
蠡

籬

の
花

L
(髴
山
人
撰
、
文
化
十
四
隼
江
戸
版
。
本
書
は
外
形
こ
そ
洒
落
本
な
れ
ど
も
、
内
容
は
全
く
人

情
本
の
性
質
を
帯
び
て
續
編
を
有
し
て
み
る
。
か
く
て
夊
政
に
至
り
人
情
本
の
流
行
と
な
る
)

な

ど

は

、

洒

落

本

の

代

表

的

若

し

く

は

特

色

の

あ

る

も

の

で

嘩

あ

る

。

き
松
罕
定
信
が
老
中
と
な

っ
て
寛
政
改
革
を
行
ふ
に
當
り
、
寛
政
二
年
十
月
猥
が
ま
し
い
書
物
の
出
版
を
禁
止
す
る
町
觸
を
出
し
た
。

然
る
籌

讐

蜃

三
郎
は
山
東
京
傳
作
の
洒
落
本
纛

娼
織

鬱

、
「纏

綿
の
裏
」、
「髓

仕
嬖

庫
」
の
三
書
義

訓
讀
本
と

僞

っ
て
寛
政
三
年
に
刊
行
發
費
し
た
。
こ
れ
が
忽
ち
發
覺
し
て
、
作
者

・
版
元
等
は
夫

々
鹿
討
さ
れ
、
右

三
書
は
勿
論
從
來
版
行
の
洒

落
本
も
悉
く
絶
版
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
洒
落
本
作
者
と
し
て
鬼
才
を
振

っ
た
山
東
嘉
徳
は
、洒
落
本

へ
の
筆
を
絶

つ
に
至

っ
た
。

ノ

然
し
こ
の
法
の
威
嚴
も
數
年
を
出
で
す
し
て
昔
に
か

へ
り
、
叉
洒
落
本
が
出
版
さ
れ
る
や
う
に
な

っ
た
。

が
既
た
作
者
も
作
品
も
凋
落

し

、

昔
日
の
如
き
鋭

い
穿
ち
の
描
寫
の
妙
味
は
す
た
れ
て
、
心
理
描
寫

・
實
情
描
寫
の
流
行
に
轉
じ
、
逾

に
人
情
本

へ
と
展
開
し
た
3

厂

人

情

本

葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'

人
情

本

は
洒

落

本

か

ら

段

々
轉

化

し

た

も

の
で

あ

る
。

そ

も

て
幕

末

ま

で
約

五

十
年

間

に

亙

っ
て
刊

行

さ

れ
.

　
　
　
　
　
　
　
　
のゆ

三

百

十
餘

種

に
上

っ

、

て

る

る
。

レ



む

、人
情
本
は
、
江
戸

の
文
化
が
爛
熟
頽
慶
し
た
時
代

の
要
求

に
應
じ
て
、
遊
里

・
市
井

の
戀
愛
生
活
を
描
寫

し
た
も

の
で
あ
る
。

そ
し

て
そ
れ
は
道

義
的
観
念

に
捉
は
れ
ず
、
只
戀
愛

の
爲

に
泣

い
た
り
泣
か
せ
た
り
す
る

の
が
、
浮
世
の
人
情
と
し
て
描
か
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
人
情
本

の
體
裁
は
、
洒
落
本
の
型
の
中
で
中
本
形
(美
濃
四
つ折

の
大
き
さ

)を
繼
承
し
て
み
る
。
紙
數
は
普
通

一
册
二
十
枚
前
後

で
あ
る
。
册
數
は

概
ね
二
桁
乃
至
十
五
册
で
あ
る
が
、「斑
皸
い
ろ
は
文
庫
」
は
十
八
册
(五
+
四
卷
)
に
及
ん
で
み
る
。

　

口
繕

・
挿
繪
は
浮
世
繪
師
の
筆
に
成
り
、
密
書
で
濃
艶
な
も
の
で
あ
る
。

　
人
情
本
の
最
も
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
文
政
七
年
頃
か
ら
天
保
末
年
に
亙
り
約
二
十
年
間
で
透
る
。
そ
し
て
極
め
て
少
數

の
上

方
版
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
皆
江
戸
版
で
あ
る
。

人
情
本
の
特
色
を
具
備
し
た
最
初
の
刊
行
本
は
、「
清
談
峯
之
初
花
」
(離

籍
蝨

轗

仁
羆

二
)
で
あ
る
。其
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
、「鄭

繋

響

」
験

爨

髏

艨

鱶

㌫
嘩

灘

轢

韓

鵠

譱

欝

篶

瓢
情
)、
「
讙

羃

蔀

娘
節
黒

鍛

蹣
鏤

脚
天
)・靉

蔆

費

爨

鬣

纛

護
、
「
春
色
馨

」(爲
永
春
水
撰
、
柳
川
重
信
・同
重
山
盡
、天
保
三
.
四
年
江
戸
版
。
本
書
出
で
丶
春
水

の
夊
名
一時
に
上
り
、
自
ら
稱
し
て
江
戸
人
情
本
一流
の
元
租
で
あ
る
と
い
う
弛
)
、「鞭

ろ
は
文
庫
」
(譌
器

翠

獄
諏
呪
麹
犧
蛟
羅
電
額
跳
。。諒
糟
炒
講
繋
謎
謎
惰蘇
駄
概
職
漁
㎎
瀚
伽
駛
膿
翫
薇
噛
踊
貅
細
酸
煽
る
。
)な
ど
は
、
人
情
本
の
代
表
的
若
し
く
は
特
色
あ
る
も
の
で
あ

る
。

　
水
野
忠
邦
が
天
保
十
二
年
に
改
革
を
断
行
し
た
際
、
人
情
本
も
風
俗
上
に
害
あ
る
も
の
と
目
し
、
町
奉
行
よ
り
市
中
取
締
三
廻

へ
、

人
情
本
目
録
及
び
版
元
の
書
上
げ
を
命
じ
、
翌
十
三
年
六
月
人
情
本
作
者
爲
永
春
水
を
手
鎖
の
刑
に
慶
し
た
。
そ
し
て
版
元
は
過
料
に

處
せ
ら
れ
、
従
来
出
版
の
人
情
本
版
木
は
沒
牧
の
上
燒
棄

て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
爲
に
春
水
は
自
暴
自
棄
と
な
っ
て
共
の
年
七
月
十
三
日

に
病
歿
し
た
。
其
の
後
聞
も
な
く
幕
府
當
局
の
取
締
も
弛
ん
だ
が
、
最
早
優
秀
な
作
家
も
な
く
て
、
人
情
本
の
凋
落
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
文
齢
刊
行
史
(江
戸
時
代
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
ヨ



/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輪δ

属

人
皆
本

に
は
、
洒
落
本
を
人
情
本

仕
立

に
改
装

し
て
改
題
し
、或

は
文
章

の
前
後
を
補
綴
し

て
幽
し
て
み
る
も
の
瓦
あ
る
こ
と
を
附
言
し
で
置
く
。

俳

書

胸懸 噸饗解物 鰍 饗職/一　　　　　　　　　 響野▽野

俳

書

は

江

戸
時

代

を
通

じ

て
刊

行

さ
れ

て

る

る
。

　
　

俳
書
と
は
俳
諧
書
及

び
俳
文
書
を
併
稱
し
た

の
で
あ

る
。
俳
諧

は
俳
諧

(
滑
稽

の
義
)

の
連
歌

の
略
稱

で
山
崎
宗
鑑

(犬
筑
波
集

の
撰
者
)
・荒
木

　

田
宗
武

(
俳
諧
千
句

の
獨
吟
を
試
み
た
者

)

の
創
め
た

も
の
と
さ
れ

て
み
る
。
,江
戸
時
代

に
な

っ
て
、
松
永
貞
徳
出
で

瓦
か
ら

「
新
碧
犬
筑
波
集

」
・

　
　

「
御
傘
」
を
著
は
し
、
俳
諧

は
非
常

な
勢
を
以
て
興
隆

し
、
途
に
連
歌
を
壓
倒
し
て
獨
立
し
た

一
文
學

と
な
っ
た
。
然
し
貞
門

の
俳
諧
は
技
巧
駄
酒

　

落

に
終
り
、

且
つ
法
式
も
煩
瑣
で
あ
っ
た
。

こ
エ
に
於

て
西
山
宗
因
は
、
法
式

に
拘
泥
せ
ず

し
て
洒
落
奇
抜
滑
稽
な
句
風
を
創

め
た
仙
こ
れ
を
談
林

　

汲

と

い
ふ
。
門
下

に
は
後

に
浮
世
草
子

の
創
始
者

た
る
井
原
西
鶴
た
ど
が
居

た
。
か
く

て
延
寶
末
年
頃
に
は
、
貞
門

の
俳
諧
を
壓

し
て
談
林
の
全
盛

　

と
な

っ
た
。
が
こ
の
時
既

に
俳
諧

を
し

て
文
學
價
値
に
富
む
も

の
た
ら
し
め
よ
う
と
す

る
機
運
が
動

い
て
み
た
。
斯
く
て
起

っ
た
松
尾
芭
蕉
は
、
彼

　

が
高
潔
風
雅
な
性
格
と
、
不
斷

の
努
力

工
夫
と
に
よ
っ
て
、
藝
術

の
香
高
き
正
風
體
を
樹
立

し
た
。
其

の
門

下
に
は
榎
本
其

角
・服
部
風
雪
・
向
井
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
いム

　

來
.内
藤
丈
草
・
森
川
許
六
.各
務
支
旁
等

の
俊
秀
な
士
雲
集

し
て
、
俳
諧

の
絶
頂
期
を
形
成
し
た
。
其

の
集

に
は
有
名
な
「
七
部
集
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

　

ま
た
芭
蕉

の
俳
文

「
甲
子
吟
行
」
・「
卯
辰
紀
行
」
・「
奥

の
細
道

」
等
も
刊
行
さ
れ

た
。
芭
蕉
…の
死
後
は
門
弟
等
互
に
異
を
立

て
Σ
四
分

五
裂
し
、
邃
に

　

俗
化
し
て
享
保
・寶
暦

の
間
は
墮
落
を
續
け
た
。

　
　

然
し
目
覺

め
る
時
は
来
た
。
明
和

に
至

っ
て
江
戸

に
焼

太
祗
出

で
玉
新
調
を
唱

へ
、
人
事
を
吟
じ

て
洒
脱
な
趣
を
示
し
た
。
安
永
・
天
明
の
交
に
は

・　

京
都

に
與
謝
蕪
村
出

で
エ
、
古
典
趣
味
と
優
雅
な
善
趣
と
を
取
入
れ
た
客
觀
的
描
寫
法
を
以
て
、
印
象
鮮
明
な
句
を
作

り
、
天
明

の
新

調
を
創
め
た
。

　

其

の
門
下
に
高
井
几
董
が
出
た
。
常
時
は
江
戸

の
大
島
蓼
太

・
加

余
白
雄
、
伊
勢

の
三
浦
樗
良
、
加
賀

の
高
桑
闌
更
、
尾
張

の
久
村
曉
臺
な
ど
が
居

　

て
誠

に
多
士
済

々
、
天
明
の
俳
壇
を
飾

っ
た
。
横
井
也
有

も
こ
の
時

に
出
で
、
其

の
俳
文
集

「
鶉
衣
」
を
刊
行
し
た
。
其

の
後
江
戸

の
成
美
、
蓼
太

　

門
下

の
完
來
、信
濃

の

一
茶
、
蕪
村
門

下
の
月
居
な
ど
が
潤
て
、
文
化

・
文
政

の
頃

ま
で
は
な

ほ
俳
壇

に
活
気
が
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
途

に
振
は
ず
、



ぞ

『骭

　
　

天
保
の
月
並
調
と
な
っ
て
幕
末
に
及
ん
だ
。

　
偉
書
の
刊
行
も
俳
諧
の
流
行
に
件

っ
て
み
る
。
即
ち
其
の
最
盛
期
は
元
祿
を
中
心
と
し
て
其
の
前
後
に
亙
り
、
其

の
次
は
天
明
調
の

薪
俳
風
時
代
で
あ
る
。

　

俳
書

の
體
裁
は
美
濃
紙
二
つ
折
或
は
半
紙
二
つ
折
の
本
が
多
い
。
其

の
他
横
本
叉
は
半
紙
四
つ
折
の
本
も
あ
る
。紙
數
は

一
定
せ
す
。

册
數
は

一
册
ル
至
五
冊
な
の
が
多
い
が
、
中
に
は
十
册
以
上
に
及
べ
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
俳
書
の
挿
繪

あ
る
も
の
も
往

々
あ
る
。

∴

刊
存
ざ
れ
た
俳
書
の
古
い
も
の
で
は
、
古
活
字
版

の
大
形
本

「
無
言
抄
」
(縷
應
其
撰
、
古
活
字
版
〔慶
長

八
年
跋
〕。連
歌
作
法
書
で
あ
る
)
な
ど
が

あ

る
。
其

の
後
の
も
の
で

は
・
大
形
本

「礬

集
」(松
江
重
鎖
撰
、
寛

永
十
年
頃
京
都
版
)・
同
量
日に
は
横
轟

韃

)も
あ
る
・
中
形
杢

鼎
酪
隷

.講

L(難

鑼

職

)、「
猿
簑
」
(繋

號
轍
翻
臍
)
な

ど

無

數

に

あ

る
。

叉
雑

俳
(
俳
諧
か
ら
出
て
、簡
單
卑
俗
を
旨
と
し
た
小
詩
形
で
あ
る
。

其
の
前
句
附
は
後
世
の
川
柳
を
生
ん
だ
も
の
で
あ
る

)
の
刊

行

書

に
は

、
「
嘆

や

此
花

」
(轍
崩
総
練
子驢

ズ
翫
臙
五
)
、
「
纖

鏨

川

」
(慶
紀
逸
撰
、
寛
延
三
年
よ
り
寶
歴
六
年
ま
で
に
十
篇
を
出
し
、
そ

の
後
改
題
し
て
「燕
都
波
折
」
と
い
ひ
、
合
計
十
八
篇
、
江
戸
版
)
な

ど

多

數

あ

る
.

こ
れ
等

は
何

れ
も

小

本

で
あ

っ
て
、

後

の
柳

馨

の
本

は

こ

れ
等
の
形
式
に
據
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　

俳
諧
書
も
江
戸
の
盛
運
期
(文
化
・文
政
を

中
心
と
す
る

)
ま
で
は
上
方
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
多

い
。
そ
し
て
俳
書
に
は
自
纂
自
費
出
版
も
か
な
り
多

い
爲
に
、
出
版
地
が
廣
く
諸
方
に
亙
っ
て
み
る
。

柳

書

柳

書

(川
柳
の
本
)
は

徳

川

時

代

の
後

期

に
出

た

一
つ

の
文

學

書

で
あ

る
。

　
　

川
柳
は
前
句
附

の

一
轉
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し

て
世
態

の
缺
陷

・
人
生

の
弱
點
を
穿
ち
、
奇
抜

な
着
想
で
洒
落
滑
稽

を
詠
出
す
る

一
種

の
短
詩

　
　

　
　
　
　

　
日
本
文
學
刊
行
史

(江
戸
時
代
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
五

丶

噺



、

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

、　
　
　
　
　
　
二
〇
六

　

　

で
あ
る
。
其

の
形
式

は
俳
句

と
同
じ
く
五
・
七
・五

の
十
七
字
を
通
例
と
す
み
。
(
七
・
七
・
五
字
、
或
は
五
.七
.
七
字
な
ど

の
句

の
あ
る
の
は
其

の
例
外

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

き
ひじ

　

　

で
あ
る
)
。
其

の
俳
句
と
異

る
所
は
、
川
柳
に
は
切
字
も
な
く
、
季

に
も
拘
泥
し
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　

　
　

附
合

の
中
か
ら
佳
句
を
選
集
し
た

「
武
玉
川
」「
蒹

笹
折
」

の
出
た
頃
・
前

句
附

の
點
者

と
し
て
名
高

い
柄
井
川
禦

居
た
。
川
柳
は
こ
の
人

の

・

　
　

點
を
し
た
句
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
其
の
流
を
川
柳
と
稱
す
る
の
で
あ
る
。

　
柳
書
の
體
裁
は
半
紙
四
つ
折

の
大
き
さ
で
、

一
頁
に
八
句
乃
至
九
句
位
づ
当
主
に
干
假
名
書
き
に
し
、
紙
數
概
ね
三
+
枚
乃
至
五
十

枚
の
小
冊
子
で
あ
る
。
そ
し
て
何
れ
も
江
戸
の
出
版
で
あ
る
。

　
祝
代
川
柳
が
前
句
附

の
點
者
を
し
て
み
る
時
に
作

っ
た
半
紙
刷
の
萬
句
合

最
礎

博
黔

寛
)
の
申
か
ら
、
附
句
の
み
で
巧
み
に
人
生
の

弱
點
を
捉

へ
、
皮
肉
な
諷
刺
を
試
み
た
も
の
を
選
集
し
た
「
雖
柳
樽
」
初
編
が
明
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
天
保
十
年
に
至

る
ま
で
百
六
十
六
編
が
刊
行
さ
れ
た
。
當
時
又

「
柳
多
留
拾
遺
」、
「末
摘
花
」
、
「
や
な
い
筥
」
、
「
藐
猫
柳
」
、
「柳
ご
り
」
、「
俳
風
玉
柳
」

な
ど
同
様
の
小
冊
子
も
出
版
さ
れ
、
後
に
は

「
新
編
柳
樽
」
も
年

々
続
刊
さ
れ
た
。

.
五
代
川
柳
に
至
っ
て
天
保
の
改
革
に
遭

ひ
、
風
俗
上
有
害
と
認
め
ら
・れ
た
も
の
は
嚴
重
に
處
罰
さ
れ
た
。
(襯
蝣
鳧
秘
艘
慾
紳
殊
搬
鍵
礑
嚼
翻
倒
。
,

そ
れ
か
ら
は
川
柳
も
心
學
を
旨
と
し
た
風
調
に
改
め
、
歡
訓
を
主
眼
と
す
る
や
う
に
な
り
、
興
味
索
然
た
る
も
の
と
な
っ
て
、
僅
か
に

餘
喘
を
保
ち

つ
玉
幕
末
に
及
ん
だ
。

狂
歌
狂
文
書

　 ハ　}叮　τF一一7厂

狂

歌

の
書

も
江

戸

時

代

を

通

じ

て
刊

行

さ

れ

て
る

る
。

　

,
狂
歌
は
其

の
常
時

の
俚
言
俗
語
を
以

て
、
滑
稽
諧
謔
を
主
と
し
た
短
歌
で
あ

る
。
室

町
時
代
に
入

っ
て
狂
歌
を
弄
ぶ
者
が
次
第

に
多
く
な
り
、「
七



O

　
　

+

一
番
歌
合
」
・
「
調
度

歌
合
」
・
「
永
正
歌
合
」
な
ど
が
出
た
。
江
戸
時
代

に
な

っ
て
、

雄
長
老
は

「
新
撰
狂
歌
集
」
を
作

り
、
松
永
貞
徳
は

「
貞
徳
涯

　
　

歌
集
」
を
作

っ
た
。
其

の
門
人
牛
井
卜
養
は

「
卜
養
狂
歌
集
」
、
石
田
未
得
は

「
苦
吟
我
集
」
を
著
は
し
た
。
そ

の
他

に
生
白
堂
行
風

の
騙

し
た

「
古
今

　
　
夷

曲
集
」
な
ど
・
數
多

の
狂
歌

の
本
が
徳
川
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
・
狂
歌
は
其

の
後
衰

へ
た
が
、
安
永

窒

っ
て
再
び
流
行
し
、
天
明

畏

ん
で
全

　
　

盛
時
代
と
な
っ
た
。
其
の
時
代
の
有
名
な
狂
歌
師
に
唐
衣
橘
洲
・四
方
赤
良
・朱
樂
菅
江
な
ど
が
み
た
。
そ
し
て
幾
多
の
狂
歌
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
文

　
　

化
・文
政
の
頃
に
は
鹿
郡
部
眞
顏
・宿
屋
飯
盛
が
群
を
抜
い
て
み
た
。
其
の
後
は
途
に
榮
え
ず
、
天
保
以
後
は
僅
か
に
餘
喘
を
保
つ
の
み
で
あ
る
。

鼻柱
歌
書

の
刊
行
も
狂
歌
の
流
行
と
其
の
消
長
を
共
に
し
て
み
る
。
即
ち
其
の
最
盛
期
は
天
明
時
代
で
あ
る
。

　
狂
歌
書

の
體
裁
は
美
濃
紙
二
つ
祈
求
は
半
紙
二
つ
折
、
美
濃
.紙
四
つ
祈
求
は
半
紙
四
つ
折
の
大
き
芒
の
も
の
な
ど
が
あ
る
が
」
概
ね

牛
紙
本
が
多
い
。
世
ハの
他
横
本
も
袖
珍
本
も
あ
る
。
叉
稀
に
兩
面
摺
の
も
の
も
あ
る
。
紙
數
は
定
ま
ら
な

い
。
冊
数
は

一
册
乃
至
三
册

な
の
が
最
も
多
く
、
稀
に
は

「
斑
江
戸
名
所
圖
會
」
(天
明
老

人
撰

)
の
十
四
册
に
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
狂
歌

の
本

に
は
挿
繪

の
あ

る

の
が

多

く
、
其
の
圖
柄
は
密
畫
も
略
畫
も
あ
る
。

　
狂
歌
の
刊
行
書
の
古

い
物
は
、
「
新
撰
狂
歌
集
」(雄
長
老
撰
、
元

和
年
間
刊
か

)
が
あ
る
。
其

の
後

の
も
の
で
は
、
「苦
吟
我
集
」(獺
細
蹴
鶇
麒
が
潭
、
一
古
今

夷
曲
集
L(韓

蠶

鑵

藩

鯏
蟹

、
覊

犬
百
△

首
L
(髏

九
)、
「
養

狂
歌
集
」(絆
罫

鬟

轜

)、
「
贇

徳
狂
歌
集
」
(墾

犠

、
)、

「
萬
載
狂
歌
集
」(鋼
労
顳

嚢

肆

)、
「
故
混
馬
麌

」(籍

霹

天
)、
「
狂
歌
文
庫

(繍
議

轜

薩

〕
)、
「
狂
歌
二
妙
集
」
(譲
轗

、
)

な
ど
多
數
に
あ
る
。

　
狂
歌
師
は
叉
狂
文
も
作
っ
た
。
作
者
と
・し
て
優
秀
な
者
に
、
蜀
山
人

(鰍
田
)、
手
柄
岡
持

(瀞
騨
、
宿
屋
飯
盛

(琳
醐
魍
獣
鱗
戯
け
)、
廃
都
部

員
顏

(狂
歌
堂
叉
は
四
方
歌
垣
鷹
顏
と

も
い
ふ
。
逋
稱
北
川
嘉
忌
衞

)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
十
返
舍

一
九
、
式
亭
三
馬
な
ど
も
狂
文
を
能
く
し
た
。

そ
れ
等
の
人

々
の
手
に
な

る
有
名
な
狂
文
刊
行
書
に
4

し
み
の
す
み
か
物
語
磊

纛

醺
群

文
)、
「
四
方
の
あ
か

蠱

鰍
讓

)、
「吾
嬬
饗

俚
」
(舞

解

文
)、

　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
文
驫
刊
行
史

(江
戸
時
代
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
七



3
0
(

「
わ
が
お
も
し
ろ
」(醇
湖
棚
滞
翩
廻
文
)、
「
四
方

の
留
粕
」
(觸
繭
鰍
濺
剤
掀
)
な
ど
が
あ
る
。

　
以
上
各
種
の
文
學
書

の
他
に
ま
だ
随
筆
・・紀
行
・
滑
稽
・
歌
曲
な
ど
の
刊
行
書
が
あ
る
。

亙
り
、
時

の
流
行
に
連
れ
て
浮
沈

し
て
み
る
。
.

こ
れ
等
の
刊
行
も
江
戸
の
初
期
か
ら
幕
末
に

腕5鱈嘔築
嚇、

'

●

随

筆

本

　
随
筆
本
は
平
安
朝
時
代
の

「
枕
草
紙
」
、鎌
倉
時
代
の

「
方
丈
記
」
、南
北
朝
時
代
の

「
徒
然
草
」
な
ど
が
、
江
戸
時
代
に
な

っ
て
古
活

字
版
や
整
版
に
起
さ
れ
た
事
は
既
に
述
べ
た
。

、
徳
川
期
の
知
名
な
學
者
文
人
の
多
く
は
随
筆
を
書
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
の
刊
行
書
も
多
數
に
上

っ
て
み
る
。
就
中

「螢
雪

餘
話
」(香
月
啓
盆
撰
、

享
保
+
二
年
刊
)、
「
駿
臺
雑
話
」
(購
鑒

讐

、
「秉
燭
譚
」(韆

馨

)、
「
講

堂
雑
録

」(盤

領

)
、「
纛

間
」(琳
胴
蟻

毒

、
「
好

古
日
録
」(藤
井
貞
幹
撰
、

寛
政
九
年
刊

)、
「
開
田
耕
筆
」(韜
繍
瀕
鱗
粉
)、
「
燕
石
雜
志
」(舳
儚
碼
鰺
膿
、
)、
「
花
月
草
紙
」(搬
鮃
離
礁
纈
斛
敞
世
、「還
魂
紙
料
」(辮
鵬
蠣
糖
膿
、)

「
骨
董
集
」(知
鰥
椋
輔
磯
、
)、
「
用
捨
箱
」八潮
僻
瀬
峰
韈
鞦
)、
「筆
の
す
さ
び
」(蜷
囎
鋤
輾
C

な
ど
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
等
多
く
は
江
戸
版
で
あ
っ

て
、
美
濃
形
若
し
く
は
半
紙
形
の
本
で
あ
る
。

γポ

紀

行

本

↓　

紀
行
本
の
刊
行
も
多
數
に
上
っ
て
み
る
。
就
中

「
東
海
道
名
所
記
」(濺
燐
肥
鵬
機
知
糲
泊
Y

「吾
妻
紀
行
」(略
釦
藤
翻
撰
か
枇
祿
)、
「更
科
日
記
」

(
菅
原
孝
標
女
撰
、元
祿
十
七
年
江
戸
板
、
中
本
。元
髞

十
年
版
も
あ
る
由
。
こ
の
著
作
は
夲
妥
朝
で
あ
る

)
、
「
十

六
夜

日
記

」
(婀
嚇
覯
懈
羈

、軼
殊
。)
、
「
諸

州

め

ぐ

り

」
(韻
鞭
鶇
糲
撰
ポ
柾
徳
)
、
「
歸

家

日
記

七
(滸
瓧



、鮮準 撃嚶 鑼

、

麒
劇
笠
幡
赫
年
)、
「菅
笠
日
記
」
(淋
裾
礁
賎
麒
"
燗
轡
、
「艪
灘
東
遊
記
」(鞴
軸
嘯
燗
脚
驪
歌
牝
緇
九
)、
「
艤
調
西
遊
記
」
(煽
輔
鯔
避
難

牝
糎
)
な
ど
は
有
名
で
あ

る

。
(
紀
行
本
は
整
版
の
も
の
ば
か

り
で
、
古
活
字
版
の
は
な
」い
)。

難民

滑

稽

本

滑
稽
本
の
刊
行
は
寶
暦
末
年
頃
か
ら
起
り
、
享
和
頃
か
ら
盛
ん
と
な
り
、
文
化

・
文
政
頃
は
其

の
全
盛
期

に
達
し
た
。
そ
し
て
天
保

以
後
は
段

々
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。
(囎
礁
林
涼
風
灘
倣
砒
働
顱
勠
讐
。

滑
稽
本
は
滑
稽
を
主
と
し
た
文
學
書

で
あ
る
。
そ
し
て
寶
暦
頃
流
行

し
た
談
義
物
や
洒
落
本
か
ら
轉

化
し
た
も
の
で
あ
る
。

滑
稽
本

の
體
h裁
は
、
概
ね
糊
入
み
よ
し
紙
半
截
の
中
本
舞
鍬
形
鉢
魁
紳
跡
)

で
あ
る
。
然
し
こ
れ
以
外
の
體
裁

の
も
の
も
少
く
な
い
。
挿

繪
は
當
時

の
浮
世
繪
師
の
筆
に
成

っ
た
も
の
が
多

い
。

滑
葉

の
俑
を
な
し
た
も
の
に
、融
藍

心謬

L(黶
盛

蠶

粥
膿
漏
謹
辞
鬚

覊

爨

江
肖

田
舍
芝
居
L(飆
靉

灘

藩

邸
が
価
賭
妹
肋
耀
鼬
覦
鰍
融
練
柵
鱠
慨
贓
のの
炯
横
瞭
鏈
書
)な
ど
が
あ
る
。
其
の
後
の
も
の
に
、一
東
海
道
中
膝
栗
毛
L(所
継
隨
朝
講
縢
蘇
鑷
滌
鶴
強
嚇
吐
強
畩
訛
淋
鰆
和

黐

袈

鑿

囃
)、
「雛

綾
議

」(桃
尻山
人
撰
、
文

化
三年
大
阪
版
)、「欝

世
風
呂
」(韆

肇

爨

覊
嬾
贈
饕

.髴

蠶

霹
雛

蘿

難

簸

噸
膕

雌
瓢
"
鋤
質
醂
碑
さ
)、
「
櫛
榊
蛙

の
あ
ゆ
み
」
(
一鷄
亭
美
山
撰
、
合
川
事
理
和

書
、
文
化
六
年
京
阪
、
中
本
・
)、
「
嬲
讖
浮
世
床
」(獄
傍
尼
馮
鐸
龝

精
精
、
)
な
ど
は
、
滑
稽
本

の
代
表
的
若

し
く
は
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。

歌

曲

本

日
本
文
學
刊
行
史

(江
戸
時
代
)

二
〇
九

●
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一=
O

　
歌

曲

の
文

學

書

も

、

江

戸

の
初

期

か
ら

幕

末

に
か

け

て
始

め

て
刊

行

さ
れ

、
其

の
種

類

も
髑

裁

も

多

種

多
様

に
亘

っ

て
み

る
。

　
　
　

我
が
聲
樂

に
は
語
り
物
と
謠

ひ
物
と
が
あ

る
。
歌
曲
と
は
之
を
狭
義
に
と
っ
て
謠
ひ
物
を
稱

す
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
辛

苦
舞
・
謡
曲
・淨
瑠
璃
な

　
　

ど

の
語
り
物
は
歌
曲

の
中

に
入
れ
な
い
。

沚

戸
期
の
歌
曲
は
地
唄
(三
味
線
の
本
曲
と
し
て
の

小
唄
の
發
達
し
弛
上
方
唄
)と
、享
保
以
後
齣
落

袈

た
江
戸
長
唄

(鬱

と
q

大
き
な
二
流
が
あ
る
。其
の
他
民

謡
・
地
方
唄
や
色

々
な
流
行
唄
も
あ
る
。
そ
れ
等

の
も

の
が
中
本
・横
本
・
小
本
な
ど
に
綴
ぢ
ら
れ
、

流
行
を
逐
う
て
刊
行
さ
れ
た
の
が

澤
山
に
あ
る
。

　
歌
曲
の
古
い
も
の
で
は

「
萬
歳
躍
」(朧
狛
囎
麟
黥
諏
ボ
岬
瓢
躰
観
嫻
く
)、
「長
歌
古
今
集
」(駅
黼
征
麻
蜊
酬
磁
性
二の
鹸
瀰
酌
賦
"
結
願
)
な
ど
が
あ
る
。
元
祿
・

寶
永
頃
に
於
け
る
上
方
唄
を
集
め
た
刊
行
書

に
は
、
「
松
の
葉
」
(綉
鰍
噺
欄

翫
櫞
紕
)、
「
松
の
落
葉
」
(湫
鯨
繭
融
糒
恥
纖
紘
)、
「
若
緑
」
(欝
強
調
牲
鰍
燕

弊
3
な
ど
が
あ
る
・
ま
甕

長

唄
で
は
景

鹿
子
娘
護

寺
L(驪
籃
撃

、
「輩

霧

豐
籖

」(羅

論
纂

講
魁
膿霾

妄

ど
數
多
あ
る
。

　
西
洋
活
版
印
刷
術
が
本
木
昌
造

の
努
力
工
夫

に
よ
っ
て
成

功
し
、
我
が
印
刷
界

に
新

生
面
を
開

い
た

の
は
闘
拾
物
年
頃
か
ら
で
あ

る
。
從

っ
て
そ

れ
が
日
本
文
學
書

の
刊
行

に
用

ひ
ら
れ

る
や
う
に
な

っ
た
の
は
、
其

の
後
で
あ
る
か
ら

こ
蕊
に
は
邇

べ
ぬ
。
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